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母
校
発
祥
の
地
で
記
念
碑
除
幕
建
碑
式
が執

り
行
わ
れ
た
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母
校
１
３
０
年
の
幕
開
け
は
、
小
澤
温
吉
、
黒

須
宗
直
、
黒
瀬
貞
次
、
柳
澤
銀
蔵
、
木
村
典
、
一

瀬
直
宰
、
小
野
打
悦
次
郎
、
横
山
正
令
、
田
澤
直

孝
の
九
名
の
先
生
方
に
よ
っ
て
、「
私
立
獣
医
学

校
」
の
名
称
で
明
治　

年
９
月　

日
、
文
明
開
化

１４

１５

と
一
緒
に
歩
み
出
し
た
。

　

初
代
の
荒
井
義
通
校
長
は
、
陸
軍
獣
医
界
の
大

御
所
で
仏
語
練
達
、
仏
式
獣
医
学
を
導
入
し
華
々

し
く
開
校
を
宣
言
、
脈
々
と
獣
医
学
の
使
命
が
伝

承
さ
れ
歴
史
の
星
霜
を
辿
り
、
今
日
の
母
校
の
礎

と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
信
し
ま
す
。

　

同
窓
会
は
、
１
３
０
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、

母
校
発
祥
の
地
で
あ
る
護
国
寺
の
一
隅
に
記
念
と

な
る
建
碑
を
設
置
し
た
い
と
願
っ
て
準
備
を
し
て

い
た
と
こ
ろ
、
１
３
０
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会

に
護
国
寺
貫
首
岡
本
様
の
ご
臨
席
を
戴
き
、
我
々

同
窓
の
意
を
斟
酌
戴
け
る
の
で
は
な
い
か
と
、
日

を
改
め
て
お
願
い
に
護
国
寺
に
伺
い
ま
し
た
と
こ

ろ
、
思
い
も
寄
ら
ず
快
諾
を
戴
き
念
願
の
記
念
碑

建
立
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
建
立
場
所
は
、
護

国
寺
仁
王
門
を
く
ぐ
り
正
面
に
本
堂
を
仰
ぎ
、
本

堂
に
向
か
っ
て
階
段
の
登
り
口
水
屋
の
右
手
で
す
。

　

除
幕
建
碑
式
は
、
平
成　

年　

月　

日
、
大
安

２４

１０

１７

の
日
に
、
岡
本
貫
首
他
７
名
の
僧
侶
に
よ
り
執
り

行
わ
れ
、
貫
首
か
ら
後
世
に
遺
し
た
い
「
表
白
」

（
後
頁
添
付
）
を
戴
き
、
厳
か
な
式
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
学
校
法
人
赫
彰
郎
理
事
長
、
山
下
精

彦
、
隈
崎
達
夫
、
高
野
照
夫
各
常
務
理
事
、
佐
藤

雄
三
理
事
、
日
本
医
科
大
学
か
ら
田
尻
孝
学
長

他
、
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
か
ら
池
本
卯
典
学

記念碑

長
、
新
井
敏
郎
、
阿
久
沢
良
造
両
学
部
長
、
各
委

員
会
の
代
表
教
員
他
、
池
浦
事
務
部
長
・
事
務
職

員
、
学
生
代
表
、
同
窓
会
か
ら
中
條
眞
二
郎
会
長

他
役
員
と
理
事
、
全
国
の
同
窓
生
な
ど　

名
が
参

５０

加
し
た
。

　

式
の
後
、
参
加
者
全
員
が
焼
香
し
先
達
の
功
績

を
讃
え
さ
ら
な
る
発
展
を
祈
願
し
た
。

　

碑
は
神
奈
川
県
の
根
府
川
石
に
「
私
立
獣
医
学

校
発
祥
の
地
」
と
岡
本
貫
首
の
直
筆
を
戴
き
、
裏

除
幕
式
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平
成
の
開
化

　
　
　

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
同
窓
会
会
長

中　

條　

雕
二
郎

　

同
窓
生
の
皆
様
、
政
治
・
経
済
に
希
望
が
持
て
な

い
ま
ま
「
頑
張
れ
に
っ
ぽ
ん
」
の
標
語
を
糧
に
過
ご

さ
れ
て
い
る
こ
と
と
拝
察
申
し
あ
げ
ま
す
。
本
年
度

は
、
母
校
１
３
０
年
の
歴
史
の
重
み
を
し
っ
か
り
胸

に
刻
み
、
先
輩
・
同
輩
・
後
輩
の
多
く
の
同
窓
生
の

顔
を
浮
か
べ
な
が
ら
同
窓
会
の
運
営
に
労
を
惜
し
む

こ
と
の
な
い
よ
う
心
懸
け
て
参
り
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年
近
く
に
な
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。
刻
の
経
過
と
共
に
忘
れ
去
ら
れ
る
こ
と
は

な
い
で
し
ょ
う
が
、
風
化
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
か
と
心
配
で
す
。

　

未
だ
に
原
子
炉
か
ら
放
射
能
が
拡
散
、
新
聞
の
隅

に
一
年
前
と
変
わ
ら
ぬ
各
地
域
の
シ
ー
ベ
ル
ト
数
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
何
年
先
に
こ
の
記
事
が
消
え

る
の
で
し
ょ
う
か
。
津
波
に
流
さ
れ
た
被
災
地
の
街

並
み
は
瓦
礫
が
野
積
み
さ
れ
、
青
い
シ
ー
ト
で
覆
わ

れ
た
ま
ま
で
す
。
何
時
あ
の
昔
の
街
並
み
が
戻
る
の

で
し
ょ
う
か
。
誰
が
ど
こ
で
復
興
さ
せ
る
青
写
真
を

作
製
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
先
行
き
が
見
え
ま

せ
ん
。
テ
レ
ビ
・
新
聞
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
支

　

同
窓
生
に
は
、
是
非
一
度
足
を
運
ん
で
頂
き
記

念
碑
の
前
で
色
々
の
想
い
を
馳
せ
る
と
同
時
に
護

国
寺
さ
ん
に
感
謝
の
意
を
表
し
て
頂
け
れ
ば
幸
甚

で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
長
中
條
眞
二
郎

面
に
は
以
下
の
略
歴
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

　

明
治　

年
９
月　

日
「
私
立
獣
医
学
校
」
当
地

１４

１５

で
開
校
、

　

明
治　

年　

月　
「
東
京
獣
医
学
校
」

２５

１１

　

明
治　

年
３
月　
「
日
本
獣
医
学
校
」

４４

　

昭
和　

年
４
月　
「
日
本
高
等
獣
医
学
校
」

１３

　

昭
和　

年
１
月　
「
日
本
獣
医
畜
産
専
門
学
校
」

２０

　

昭
和　

年
２
月　
「
日
本
獣
医
畜
産
大
学
」

２４

　

平
成　

年
４
月　
「
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
」

１８

　

平
成　

年
９
月　

１
３
０
周
年
を
記
念
し
建
立

２３

　
　
　
　
　
　
　
　

学
校
法
人
日
本
医
科
大
学　

　
　
　
　
　
　
　

日
本
獣
医
生
命
科
学
同
窓
会
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大
本
山
護
国
寺（
東
京
都
文
京
区
大
塚
５
―　

―

１
）

４０

と
記
念
碑
の
ご
案
内

　　

地
下
鉄
有
楽
町
線
、
護
国
寺
下
車
出
口
１
を
出
て

す
ぐ
左
手
が
護
国
寺
の
仁
王
門
で
す
。

　

記
念
碑
は
仁
王
門
を
入
り
正
面
階
段
手
前
の
右
手

奥
に
あ
り
ま
す
。
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援
・
補
償
の
対
象
は
、
ヒ
ト
で
、
物
言
わ
ぬ
動
物
の

こ
と
は
置
き
去
り
さ
れ
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

国
を
挙
げ
て
の
復
興
を
早
期
に
望
ん
で
止
み
ま
せ
ん

が
、
放
射
能
を
あ
び
た
牛
、
豚
・
鶏
な
ど
は
殺
処
分

さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
、
飼
い
主
が
い
な
く
な
っ
た

ペ
ッ
ト
は
？
野
鳥
・
野
生
動
物
は
？
こ
れ
ら
動
物
へ

の
対
応
は
ど
う
す
る
の
か
何
も
見
え
も
し
な
い
し
聞

こ
え
て
も
来
ま
せ
ん
。
同
窓
生
に
は
、
こ
れ
ら
の
生

物
と
関
連
し
た
職
業
に
従
事
し
て
い
る
卒
業
生
と

か
、
何
ら
か
の
関
連
し
た
職
域
に
身
を
置
い
て
苦
労

さ
れ
て
い
る
人
が
多
く
い
る
と
思
い
ま
す
。
同
窓
会

も
微
力
な
が
ら
風
化
さ
せ
な
い
よ
う
発
信
し
続
け
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

母
校
の
話
題：

母
校
を
取
り
巻
く
処
々
の
状
況

は
、
世
界
的
な
経
済
不
況
が
日
本
全
体
を
底
冷
え
に

し
、
切
実
な
問
題
と
し
て
受
験
生
の
少
子
化
に
よ
る

激
減
は
、
母
校
の
み
な
ら
ず
い
ず
れ
の
大
学
も
経
営

の
逼
迫
に
頭
を
痛
め
て
い
る
よ
う
で
す
。
幸
い
母
校

は
教
職
員
の
努
力
で
定
員
割
れ
の
学
科
は
な
い
よ
う

で
す
が
油
断
出
来
な
い
状
況
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

母
校
は
、
近
年
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
面
で
大
き
な
変

貌
を
遂
げ
ま
し
た
。
建
物
の
面
で
は
、
同
系
の
他
大

学
に
比
べ
施
設
整
備
の
不
備
が
指
摘
さ
れ
続
け
た
状

況
か
ら
抜
け
だ
し
、
動
物
医
療
セ
ン
タ
ー
建
設
に
引

き
続
き
図
書
館
・
教
育
棟
・
体
育
館
兼
講
堂
が
整
備

さ
れ
大
幅
に
改
善
さ
れ
ま
し
た
。
動
物
医
療
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
は
、
当
初
か
ら
六
年
制
の
獣
医
学
教

育
の
臨
床
教
育
を
行
う
面
積
を
満
た
し
て
い
た
訳
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
酪
農
学
園
、
北
里
大
学
、
日
本
大

学
な
ど
学
生
定
員
数
に
み
あ
っ
た
病
院
を
建
設
ま
た

は
計
画
し
て
い
る
よ
う
で
す
、
母
校
も
追
随
し
て
増

設
の
検
討
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
で
す
。
現
在
、

第
一
校
舎
の
残
り
の
運
動
場
で
あ
っ
た
南
側
に
、
１

７
、
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
の
地
下
一
階
、
地
上
七

階
の
規
模
を
有
す
る
、
母
校
で
一
番
大
き
な
建
物
と

な
る
合
同
教
育
棟
建
設
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

獣
医
保
健
看
護
学
科
の
教
育
・
研
究
施
設
の
必
要
性

と
第
二
校
舎
が
耐
用
年
数
を
迎
え
建
て
直
し
に
迫
ら

れ
、
応
用
生
命
科
学
部
の
動
物
科
学
科
と
食
品
科
学

科
の
充
実
し
た
施
設
整
備
が
遂
行
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
建
物
は
、
１
３
０
周
年
記
念
の
事
業
と
し
て

建
設
中
で
仮
称
・
合
同
教
育
棟
と
言
い
ま
す
が
そ
の

所
以
は
、
当
教
育
棟
に
武
蔵
小
杉
に
あ
る
日
本
医
科

大
学
の
基
礎
科
学
部
門
が
移
っ
て
き
ま
す
。
平
成　
２６

年
度
よ
り
日
本
医
科
大
学
と
日
本
獣
医
生
命
科
学
大

学
の
両
学
生
が
共
に
同
じ
キ
ャ
ン
パ
ス
で
一
緒
に
学

ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

学
校
法
人
日
本
医
科
大
学
傘
下
の
母
校
経
営
方
針

は
、
当
然
決
定
権
は
法
人
に
あ
り　

世
紀
を
乗
り
越

２１

え
る
安
定
し
た
財
政
の
確
保
と
、
先
端
的
な
教
育
・

研
究
を
維
持
発
展
さ
せ
る
た
め
に
両
大
学
の
統
合
に

よ
っ
て
、
両
大
学
の
力
を
結
集
し
な
け
ら
ば
な
ら
な

い
時
代
が
到
来
し
た
な
ど
の
意
見
も
あ
り
ま
す
。
合

同
教
育
棟
で
行
わ
れ
る
交
流
が
両
大
学
に
ど
の
よ
う

な
効
果
を
も
た
ら
し
発
展
に
繋
が
る
の
か
、
同
窓
生

の
皆
さ
ま
も
想
像
を
巡
ら
し
て
下
さ
い
。

　

Ｉ
Ｔ
の
進
化
が
教
育
現
場
に
対
し
、
大
き
な
改
革

を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
と
予
想
は
つ
い
て
お
り
ま
し

た
が
、
パ
ソ
コ
ン
か
ら
ｉ
ｐ
ａ
ｄ
と
教
育
現
場
に
入

り
込
む
と
、
そ
の
応
用
は
果
て
し
な
く
広
が
り
、
教

育
現
場
を
変
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
単
に
新

聞
、
小
説
等
を
読
む
も
の
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

教
員
の
講
義
内
容
が
ワ
ン
タ
ッ
チ
で
目
に
す
る
こ
と

に
な
り
、
教
科
書
が
必
要
な
く
な
り
、
携
帯
電
話
同

様
ｉ
ｐ
ａ
ｄ
が
必
需
品
と
な
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

学
生
全
員
が
ｉ
ｐ
ａ
ｄ
を
持
っ
て
通
学
す
る
の
も
時

間
の
問
題
で
す
。
学
生
は
、
レ
ベ
ル
の
高
い
内
容
の

講
義
が
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
受
け
る
こ
と
が
で

き
、
母
校
教
員
の
講
義
内
容
ば
か
り
で
な
く
他
の
大

学
の
先
生
の
講
義
内
容
も
容
易
に
修
得
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
、
今
以
上
に
教
員
の
質
が
問
わ
れ
る
時
代

が
押
し
寄
せ
、
従
来
の
学
生
・
教
員
の
関
係
な
ど
も

変
わ
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
講

義
・
試
験
を
は
じ
め
出
欠
な
ど
学
生
の
管
理
を
含
め

た
、
大
学
事
務
業
務
も
変
ら
ざ
る
得
な
い
と
思
い
ま

す
。
機
械
に
人
間
が
支
配
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
の

は
冗
談
で
な
く
、
よ
り
温
も
り
の
あ
る
学
生
生
活
が

送
れ
る
環
境
が
求
め
ら
れ
る
時
代
に
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

同
窓
生
・
学
生
の
動
向：

総
数
約
１
、
７
０
０
名

を
越
す
学
生
が
、
第
一
校
舎
で
学
習
し
て
お
り
ま

す
。
男
女
比
１：

３
で
１
、
０
０
０
名
以
上
が
女
子

学
生
の
大
学
と
な
り
ま
し
た
。
獣
医
保
健
看
護
学
科

の
男
女
比
は
当
然
女
性
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
他
の

三
学
科
は
半
々
の
よ
う
で
す
。
同
窓
会
員
数
も
い
ず

れ
は
こ
の
比
率
の
女
性
優
位
の
同
窓
会
に
な
る
こ
と

と
予
想
し
て
い
ま
す
。

　

同
窓
会
運
営
の
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て：

昭

和　

年
に
定
員　

名
の
食
品
工
学
科
が
新
設
さ
れ

４２

６０

て
、
卒
業
生
が
出
て　

年
で
す
。
卒
業
時
現
役
入
学

４０

の
学
生
で
あ
れ
ば
一
期
卒
業
生
は
、　

才
に
な
り
ま

６２

す
。
一
年
後
に
は
畜
産
経
営
学
科
と
し
て
畜
産
学
科

が
再
開
し
ま
し
た
の
で
同
様
卒
業
生
は　

才
に
な
り

６１

ま
す
。
浪
人
し
て
入
学
さ
れ
た
方
は
そ
れ
ぞ
れ
の
年

配
に
な
ら
れ
ま
す
か
ら
、
学
生
時
代
が
懐
か
し
く
な

る
年
齢
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
数
年
前
か
ら
両
学

科
の
同
窓
生
が
獣
医
学
科
の
同
窓
生
を
上
回
る
こ
と

を
報
告
し
会
員
数
に
見
合
っ
た
、
両
学
科
の
各
県
支

部
会
へ
の
参
加
、
本
部
役
員
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け

て
き
ま
し
た
が
実
績
が
あ
が
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
学

科
を
意
識
し
な
い
学
生
時
代
の
ク
ラ
ブ
活
動
の
よ
う

に
同
窓
会
の
運
営
活
動
に
参
加
を
期
待
し
ま
し
た

が
、
や
は
り
卒
後
、
社
会
に
出
て
そ
れ
ぞ
れ
の
違
っ

た
社
会
生
活
を
過
ご
し
た
環
境
に
馴
染
み
、
分
野
の

違
う
同
窓
の
会
合
な
ど
に
は
足
が
遠
の
く
の
は
当
然

な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
卒
業
生
が
一
同
に
会

し
、
和
気
あ
い
あ
い
と
行
え
る
同
窓
会
が
理
想
で
あ

ろ
う
と
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
会
を
取
り
巻
く
環
境

の
変
化
が
急
速
に
進
み
、
学
科
の
増
設
が
行
わ
れ
た

当
初
は
、
時
代
背
景
も
今
と
は
違
っ
て
学
生
同
志
の

交
流
も
強
く
、
同
窓
会
活
動
も
そ
の
延
長
と
し
て
運

営
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
小
さ
な
大
学
で
す
が
学
生

数
が
１
、
７
０
０
名
に
な
る
と
学
生
間
、
学
科
間
の

交
際
も
希
薄
に
な
っ
て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
女

性
の
同
窓
生
が
圧
倒
的
に
多
く
な
る
こ
と
も
見
据

え
、
こ
の
よ
う
な
大
き
な
変
動
を
問
題
視
し
た
会
の

運
営
を
見
直
す
活
動
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。
大
学
も

大
き
く
変
貌
し
た
よ
う
に
、
同
窓
会
も
、
時
代
に
乗

り
遅
る
こ
と
の
な
い
よ
う
平
成
の
開
化
の
歴
史
を
刻

め
れ
ば
と
思
い
ま
す
の
で
、
同
窓
皆
様
の
ご
理
解
と

支
援
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
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去
る
平
成　

年
７
月　

日
、
代
議
員
会
に
先
立

２４

２１

ち
午
前　

時
よ
り
理
事
・
監
事
会
が
開
催
さ
れ
、

１０

代
議
員
会
提
出
の
議
案
書
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ

れ
全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
た
。

　

午
後
１
時
よ
り
、
開
会
に
先
立
ち
物
故
会
員
の

ご
冥
福
を
祈
っ
て
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
た
。
吉
田
事

務
局
長
の
開
会
宣
言
に
よ
り
代
議
員
会
が
開
催
さ

れ
た
。　

会
長
挨
拶

　

本
日
は
、
ご
来
賓
と
し
て
学
校
法
人
日
本
医
科

大
学
赫
理
事
長
、
池
本
学
長
に
ご
来
席
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
池
本
先
生
に
は
、
学

長
を
２
年
間
延
長
と
い
う
こ
と
で
我
々
と
し
て
は

非
常
に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
同
窓
会
と
し
て
も

池
本
先
生
を
全
面
的
に
支
援
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

昨
年
度
は
、
東
日
本
大
震
災
と
福
島
の
原
発
事

故
と
大
変
な
災
害
に
見
舞
わ
れ
、
会
員
の
中
に
も

被
災
さ
れ
た
人
も
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
早
速
に

お
見
舞
い
を
用
意
し
た
の
で
す
が
、
岩
手
、
宮

城
、
福
島
支
部
の
同
窓
生
の
動
向
す
ら
ま
だ
不
明

と
い
う
こ
と
で
、
予
算
執
行
を
で
き
な
い
状
況
で
す
。

　

光
栄
に
も
１
３
０
周
年
記
念
式
典
に
常
陸
宮
殿

下
妃
殿
下
を
お
迎
え
し
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
３
０
周
年
の
事
業
の
一
環
と
し
て
既
知
住
所

の
全
同
窓
生
１
万
名
に
会
員
名
簿
を
お
送
り
し
ま

し
た
。

　

平
成　

年
度
は
、
１
３
０
周
年
記
念
事
業
の
一

２４

環
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
合
同
教
育
棟
の
建
設

が
あ
り
ま
す
。
７
月　

日
に
地
鎮
祭
が
行
わ
れ
、

１４

日
本
医
科
大
学
の
基
礎
科
学
部
門
と
日
本
獣
医
生

命
科
学
大
学
の
応
用
科
学
部
、
獣
医
保
健
看
護
学

科
、
地
下
に
武
道
場
を
備
え
た
学
生
福
利
厚
生
施

設
が
平
成　

年
３
月
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。
支

２６

援
・
協
力
の
募
金
活
動
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

来
賓
挨
拶　

学
校
法
人
日
本
医
科
大
学
赫
理
事
長

　

本
日
は
、
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
の
同
窓
会

代
議
員
会
に
お
招
き
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
も
同
窓
の
先
生
方
々

の
ご
支
援
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
先
ほ

ど
中
条
会
長
か
ら
お
話
あ
り
ま
し
た
が
一
週
間
前

の
土
曜
日
に
、
合
同
教
育
棟
の
新
築
工
事
地
鎮
祭

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
合
同
教
育
棟
の
建
設
は

１
３
０
周
年
記
念
事
業
の
一
環
で
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
に
対
し
て
同
窓
生
の
皆
様
か
ら
多
額
な
ご
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
改
め
て
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

合
同
教
育
棟
、
文
字
通
り
日
本
獣
医
生
命
科
学

大
学
と
日
本
医
科
大
学
の
基
礎
科
学
を
こ
ち
ら
で

勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。
昭
和　

年
に

２７

両
法
人
が
合
併
し
、
一
法
人
二
大
学
と
な
り
ま
し

た
が
、
い
ず
れ
も
１
３
０
年
の
歴
史
と
伝
統
の
あ

る
大
学
で
す
。
人
と
動
物
の
違
い
こ
そ
あ
れ
生
命

科
学
を
探
求
す
る
目
標
で
似
た
大
学
で
あ
り
ま
す

の
で
、
い
ま
ま
で
も
研
究
面
に
お
き
ま
し
て
両
大

学
の
教
授
陣
等
が
互
い
に
協
力
し
合
っ
て
い
ろ
ん

な
研
究
を
活
発
に
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
度
の
合
同
教
育
棟
は
教
育
面
に
お
き
ま
し
て
学

生
あ
る
い
は
教
員
の
交
流
も
よ
り
い
っ
そ
う
高
ま

る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
学
部
を
超
え
た
学
生
間
の
交
流
は
、
も
の
の

考
え
方
の
多
種
多
様
に
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、

相
手
を
思
い
や
る
気
持
ち
も
持
て
ま
す
し
、
人
と

し
て
の
教
育
に
は
非
常
に
有
効
だ
と
私
は
考
え
て

お
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
は
さ
ら
に
教
育
の
相
乗
効

果
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
お
り
ま

す
。
実
は
私
も
、
日
本
医
科
大
学
学
生
時
代
の
昭

和　

年
か
ら
２
年
間
こ
こ
で
勉
強
し
、
獣
医
の

２６
方
々
と
交
流
し
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
今
後
、

学
生
間
の
交
流
を
活
発
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。　
　
　

　

ご
存
知
の
よ
う
に
昨
今
、
少
子
高
齢
化
で
大
学

に
進
学
す
る
絶
対
数
が
極
端
に
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。
２
０
２
５
年
に
は
本
当
に
激
減
い
た
し
ま

す
。
こ
の
両
大
学
と
も
現
在
、
受
験
者
数
が
少
な

く
な
っ
た
こ
と
は
多
少
あ
っ
て
も
、
定
員
割
れ
は

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
都
内
の
有
名
大
学
で
も
定

員
割
れ
を
き
た
し
て
お
り
ま
す
。
今
、
私
立
大
学

の
定
員
は
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
か

ら
大
学
は
淘
汰
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま

す
。
そ
れ
に
は
、
私
ど
も
も
常
に
社
会
か
ら
期
待

さ
れ
、
輝
い
て
い
く
大
学
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
、
そ
れ
に
は
常
に
教
育
の
質
と
い
う
も

の
を
高
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
今
回
、
合
同
教
育
棟
が
で
き
ま
す
と
、
お
そ

ら
く
教
育
に
関
す
る
施
設
面
で
は
非
常
に
誇
れ
る

大
学
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
文
科
省

が
示
し
た
教
育
指
針
と
し
て
、
主
体
的
に
考
え
主

体
的
に
学
ぶ
そ
し
て
行
動
す
る
よ
う
な
力
を
つ
け

る
よ
う
な
教
育
の
質
の
改
革
を
求
め
る
指
導
が
出

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
に
対
応

で
き
る
よ
う
な
人
材
教
育
を
行
い
、
あ
る
い
は
大

学
か
ら
の
研
究
成
果
を
も
っ
と
多
く
発
信
し
、
研

究
の
充
実
を
も
目
指
す
と
い
う
こ
と
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。
今
後
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
が
、
こ
ち
ら
の
教
育
陣
を
中
心
に
十

分
対
応
す
る
よ
う
に
着
々
と
進
め
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
法
人
と
し
て
は
、
ま
す
ま
す
の
教
育
の

充
実
に
力
を
入
れ
て
い
く
所
存
で
す
の
で
、
同
窓

の
先
生
方
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

議
長
選
出：

規
約
に
よ
り
、
代
議
員
の
中
か
ら
議

長
を
募
っ
た
が
立
候
補
者
、
推
薦
が
無
く
、
執
行

部
案
の
福
岡
周
孝
氏
（
熊
本
県
支
部
）
と
山
岸
敦

平
成
二
十
四
年
度 

同
窓
会
理
事
会
・
代
議
員
会
開
催

学校法人日本医科大学赫理事長挨拶
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郎
氏
（
埼
玉
県
支
部
）
を
指
名
し
拍
手
で
承
認
さ

れ
た
。

書
記
及
び
議
事
録
署
名
人
選
出：

書
記
は
予
め
事

務
局
よ
り
お
願
い
し
た
戸
張
由
美
子
さ
ん
（
日
本

獣
医
生
命
科
学
大
学　

大
学
院
生
）、
議
事
録
署

名
人
に
は
左
向
敏
紀
氏
（
大
学
支
部
）
と
新
井
敏

郎
（
大
学
支
部
）
二
名
が
事
務
局
よ
り
推
薦
さ
れ

拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。

　

両
議
長
よ
り
本
日
の
出
席
者
数
の
報
告
が
あ
っ

た
。
来
賓
２
名
、
顧
問
１
名
、
常
務
理
事　

名
、

１１

理
事　

名
、
監
事
３
名
、
代
議
員　

名
、
オ
ブ

２１

５９

ザ
ー
バ
ー
７
名
で
本
会
の
成
立
が
確
認
さ
れ
た
。

第
１
号
議
案　

平
成　

年
度
事
業
報
告：

総
務
担

２３

当
相
見
常
務
理
事
よ
り
報
告
。

　

明
治　

年
、
護
国
寺
に
開
校
以
来
１
３
０
周
年

１４

を
祝
う
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、
東
日
本
大
震
災
に

見
舞
わ
れ
多
く
の
犠
牲
者
と
甚
大
な
被
害
が
も
た

ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
追
い
討
ち
を
か
け
た
原
発
災
害
は
日

本
全
体
を
意
気
消
沈
さ
せ
、
全
国
民
が
�
が
ん
ば

ろ
う
日
本
�
を
掲
げ
前
向
き
に
な
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

母
校
１
３
０
周
年
式
典
・
祝
賀
会
は
、
先
年
か

ら
学
校
法
人
日
本
医
科
大
学
主
催
に
よ
る
準
備
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
平
成　

年
９
月　

日
（
日
）

２３

１８

帝
国
ホ
テ
ル
に
て
同
窓
生
、
各
関
係
の
皆
様
が
多

数
参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
記
念
式
典
で

は
常
陸
宮
殿
下
妃
殿
下
を
は
じ
め
鹿
野
農
水
大

臣
、
石
破
衆
議
院
議
員
の
ご
来
駕
の
栄
と
お
祝
い

の
お
言
葉
を
賜
り
盛
会
裡
に
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

１
３
０
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
、
応
用
生
命

科
学
部
、
獣
医
保
健
看
護
学
科
の
教
育
・
研
究
施

設
だ
け
で
な
く
、
武
道
場
の
新
設
、
東
大
農
場

（
西
東
京
市
）
に
運
動
場
を
確
保
す
る
と
し
て
学

生
の
厚
生
施
設
が
画
期
的
に
充
実
さ
れ
ま
す
。
こ

の
記
念
事
業
に
関
し
て
、
会
員
に
ご
協
力
と
支
援

活
動
を
継
続
事
業
と
し
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。

実
施
事
業

１　

平
成　

年
度
代
議
員
会
開
催

２３

　

平
成　

年
９
月　

日
（
土
）、
午
後
１
時
よ
り
、

２３

１７

母
校
Ｂ
棟
第
三
階　

３
１
３
講
義
室
に
て
開
催

２　

役
員
会
お
よ
び
各
種
委
員
会
等
の
開
催

３　

お
も
な
行
事
へ
の
参
加

４　

支
部
会
へ
の
派
遣
（
別
表
参
照
）

５　

会
報　

号
発
行：

平
成　

年
１
月　

日

４２

２４

１５

６　

大
学
へ
の
支
援：

梅
野
信
吉
賞
記
念
盾
お
よ

び
副
賞
を
贈
呈

７　

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
岩
手
、
宮
城
、
福

島
３
県
へ
の
支
援　
　
　
　
　
　
　

８　

学
生
（
準
）
会
員
へ
の
事
業

　
　

盧　

入
学
祝
い

　
　

盪　

卒
業
記
念

　
　

蘯　

同
窓
会
長
賞：

各
学
科
卒
業
生
１
名
に

賞
状
と
記
念
品

　
　

盻　

大
学
祭
へ
の
支
援

　
　

眈　

就
職
支
援
活
動

　
　

眇　

奨
学
金
支
給：

獣
医
保
健
看
護
学
科
学

生
一
名

　
　

拍
手
に
よ
り
承
認
。

第
２
号
議
案　

平
成　

年
度
収
支
決
算

２３

経
理
担
当
寺
田
常
務
理
事
よ
り
報
告

　

収
入
の
部：

別
表
参
照

　

支
出
の
部：

別
表
参
照

　

財
産
目
録：

別
表
参
照

平
成　

年
度
業
務
・
会
計
監
査
報
告

２３

　

監
事
役
の
武
富
氏
、
針
谷
氏
、
鑿
本
氏
よ
り
正

し
く
施
行
さ
れ
て
い
る
と
の
監
査
報
告
が
あ
り
、

拍
手
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
。

第
３
号
議
案　

平
成　

年
度
事
業
計
画
（
案
）：

２４

総
務
担
当
相
見
常
務
理
事
よ
り
説
明
。

　

大
学
を
取
り
巻
く
経
済
状
況
は
、
大
学
の
運
営

に
影
響
を
及
ぼ
し
、
更
に
少
子
化
問
題
が
現
実
的

と
な
り
４
年
制
大
学
の
定
員
割
れ
を
起
こ
し
て
い

ま
す
。
今
後
、
母
校
の
受
験
生
募
集
も
厳
し
い
状

況
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

母
校
の
よ
う
な
単
科
大
学
は
、
総
合
大
学
に
比

べ
経
営
上
不
利
で
あ
る
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
、
母
校
も
総
合
大
学
へ
の

選
択
肢
を
模
索
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
現
在
ま
で
、
施
設
の
充
実
を
諮
っ
て
き

た
の
は
総
合
大
学
を
見
据
え
た
整
備
で
は
な
か
っ

た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

１
３
０
周
年
記
念
事
業
計
画
の
大
学
側
の
合
同

教
育
棟
建
設
計
画
に
含
ま
れ
る
、
学
生
の
厚
生
施

設
が
充
実
さ
れ
る
こ
と
が
喜
ば
し
く
、
ま
た
将
来

の
い
か
な
る
状
況
に
も
対
応
し
得
る
重
要
な
意
味

を
持
つ
事
業
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
記
念
事
業
の
達

成
に
何
卒
皆
様
の
ご
支
援
・
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

実
施
事
業
予
定

１　

平
成　

年
度
代
議
員
会

２４

　
　
　

平
成　

年
７
月　

日
（
土
）
母
校
Ｂ
棟
３

２４

２１

階
３
１
３
講
義
室
に
て
開
催

２　

母
校
創
立
１
３
０
周
年
記
念
事
業
の
募
金
活

動
を
継
続
し
支
援
・
協
力

３　

母
校
発
祥
の
記
念
碑
を
護
国
寺
に
建
立
し
後

世
に
遺
す

４　

同
窓
会
館
設
立
の
準
備

５　

役
員
会
お
よ
び
委
員
会
等
の
開
催

６　

支
部
強
化
活
動

　
　

盧　

代
議
員
非
派
遣
支
部
に
対
す
る
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
派
遣
要
請

　
　

盪　

支
部
会
へ
の
役
員
派
遣

７　

同
窓
会
誌：

１
３
０
周
年
記
念
誌
発
行
予
定

８　

同
窓
会
報　

号
発
行

４３

９　

同
窓
会
会
則
の
基
本
方
針
の
設
定

　
　

大
学
へ
の
支
援

１０
　
　

盧　

梅
野
信
吉
賞
へ
の
協
賛

代議員の参加者
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平成 23年度監査報告書

　平成 23 年度同窓会業務並びに会計の収支決算を

平成 24 年 4 月 26 日母校において厳正に監査した結果、

証拠書類等、正しく執行されていることを認めます。

平成 24 年 4 月 26 日

　　　　　　　　　　　監事　　武富和夫　　印　

　　　　　　　　　　　監事　　針谷光二　　印

　　　　　　　　　　　監事　　鑿本卓夫　　印

　
　

学
生
会
員
（
準
会
員
）
へ
の
関
連
事
業

１１
　
　

盧　

入
学
祝
い

　
　

盪　

卒
業
祝
い

　
　

蘯　

同
窓
会
褒
賞
者
の
表
彰
・
記
念
品
の
贈
呈

　
　

盻　

大
学
祭
へ
の
援
助

　
　

眈　

奨
学
生
候
補
者
の
選
考

　
　

眇　

就
職
活
動
支
援

第
４
号
議
案　

平
成　

年
度
収
支
予
算
（
案
）：

２４

経
理
担
当
寺
田
常
務
理
事
よ
り
説
明

平
成　

年
度
一
般
会
計
収
支
予
算
書
（
案
）：

２４

別
表
参
照

平
成　

年
度
特
別
会
計
収
支
予
算
書
（
案
）：

２４

別
表
参
照

第
３
号
議
案
、
第
４
号
議
案
は
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。

第
５
号
議
案　

役
員
変
更
の
承
認

副
会
長
（
動
物
科
学
科
選
出
）　

前
川　

勝
文
氏

か
ら
小
礒　

孝
氏
に
変
更

理
事
（
茨
城
県
支
部
）　

荒
木　

昭
雄
氏
か
ら
小

沼　

誠
氏
に
変
更

拍
手
で
承
認
さ
れ
た

議
長：

以
上
よ
り
す
べ
て
の
議
事
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

吉
田
事
務
局
長
の
閉
会
宣
言
に
よ
り
代
議
員
会
は

無
事
終
了
し
た
。

　

平
成　

年
度
代
議
員
会
終
了
後
、
母
校
�
カ
フ

２４

ェ
テ
リ
ア
む
ら
さ
き
�
に
お
い
て
懇
親
会
が
開
催

さ
れ
た
。
懇
親
会
は
学
長
も
参
加
さ
れ
和
や
か
な

雰
囲
気
で
始
ま
っ
た
。
会
場
に
は
合
同
教
育
棟
の

模
型
、
設
計
図
、
完
成
予
想
図
な
ど
が
展
示
さ

れ
、
変
貌
を
遂
げ
る
母
校
の
将
来
に
感
動
す
る
同

窓
生
の
姿
も
見
ら
れ
た
。

財　産　目　録
平成 24年 3 月 31 日

（単位：円）

金　　　　　額　　　科 　　　      目
Ⅰ．　資産の部

　１．流動資産

50,000　　（１）現　　　　　金

31,774,403　　（２）普　通　預　金

7,264,846　　　①三菱東京UFJ 銀行 (3935838)

2,012,215　　　②三菱東京UFJ 銀行 (1233022)

7,077,746　　　③三菱東京UFJ 銀行 (5015167)

390,199　　　④三菱東京UFJ 銀行 (5015159)

15,029,397　　　⑤三菱東京UFJ 銀行 (1741549)

50,140,000　　（３）定　期　預　金

50,140,000　　　①三菱東京UFJ 銀行 (0002747)

7,458,295　　（４）郵　便　振　替

　　（５）未　　収　　金 

89,422,698　　　　　流 動 資 産 合 計

　２．固定資産

0　　（１）土　地　建　物

645,489
　　（２）その他の固定資産
　　　　　（什器備品及びパソコン、ソフト）

645,489　　　　　固 定 資 産 合 計

90,068,187　　　　　　　資　産　合　計

Ⅱ． 負債の部

　１．流動負債

0　　（１）未　　払　　金

0　　（２）前　　受　　金

0　　　　　流 動 負 債 合 計

　２．固定負債

2,012,215　　（１）名簿 発行 引当金

61,802,189　　（２）同窓 会館 引当金

7,077,746　　（３）奨学 基金 引当金

390,199　　（４）退職 給与 引当金

4,046,484　　（５）減価 償却 引当金 

75,328,833　　　　　固 定 負 債 合 計

75,328,833　　　　　　　負　債　合　計

14,739,354　　　　　　　正　味　財　産

支部会への派遣
（２１支部・２連合会へ派遣）

日　時派　遣支部名

平成２３年６月１９日豸左向教授愛知県支部総会

平成２３年６月２５日貍中條会長東京多摩支部総会

平成２３年７月３０日貍中條会長大阪府支部総会

平成２３年８月６日貍中條会長新潟県支部総会

平成２３年８月２７日貍呰上助教九 州 連 合 会

平成２３年８月２８日豸中條会長香川県支部総会

平成２３年８月２８日豸池本学長千葉県支部総会

平成２３年９月１０日貍中條会長四 国 連 合 会

平成２３年９月２５日豸中條会長広島県支部総会

平成２３年１０月８日貍中條会長宮城県支部総会

平成２３年１０月１５日貍中條会長茨城県支部総会

平成２３年１０月２３日豸寺田常務理事佐賀県支部総会

平成２３年１０月２３日豸中條会長群馬県支部総会

平成２３年１０月２９日貍中條会長神奈川県支部総会

平成２３年１１月７日豺新井教授山梨県支部総会

平成２３年１１月１９日貍中條会長熊本県支部総会

平成２３年１１月１９日貍福所教授石川県支部総会

平成２３年１１月２６日貍中條会長長野県支部総会

平成２４年２月４日貍吉田常務理事静岡県支部総会

平成２４年３月１０日貍片岡准教授福岡県支部総会

平成２４年３月１７日貍寺田常務理事岩 手 県 支 部

平成２４年３月２４日貍中條会長京都府支部総会

平成２４年３月２５日豸中條会長三重県支部総会
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第４号議案　平成２４年度収支予算
平成２４年度一般会計収支予算書

平成２４年４月１日から平成２５年３月３１日まで
（単位：円）収入の部

摘      要増　減前年度予算額本年度予算額科      目

本年度 1,600 口 , 過年度 860 口180,0007,200,0007,380,000１同窓会費収入

50,000 円 x 385 名019,250,00019,250,000２入会金収入

△  4,091,3214,114,32123,000３諸収入

△　 　 1,0004,0003,000　受取利息

010,00010,000　寄付金

△     500,000500,0000　奨学基金取崩

△  3,500,3213,500,3210
　記念事業積立金
　取崩

△       90,000100,00010,000　雑収入

△  3,911,32130,564,32126,653,000当期収入合計 (A)

 3,403,18810,522,94313,926,131前期繰越金

△     508,13341,087,26440,579,131収入合計（B）

支出の部
摘       要増　減前年度予算額本年度予算額科　　目

△  2,200,00023,200,00021,000,0001 事業費

会誌印刷、発送等03,500,0003,500,000　会誌発行費

会報印刷、同窓会ニュ－ス、発
送等

△     50,00002,500,0002,000,000　会報発行費

0200,000200,000　事業推進費

45支部分0700,000700,000　支部助成費

入学祝品 140 万円、卒業祝品
150 万円、大学祭 70万円、表
彰 10万円
04,200,0004,200,000　学生会員援助費

母校学術交流会、梅野賞 30万
円など
0900,000900,000　学術振興費

学生会員就職対策0200,000200,000　就職対策費

法人母校等との折衝費0300,000300,000　渉外費

本学教職員祝品、弔事など0200,000200,000　慶弔費

岩手、宮城、福島など02,000,0002,000,000
　東日本災害
　支援金

130 周年記念式典△  8,500,0008,500,0000　記念事業費

護国寺に本学発祥の碑建立6,800,00006,800,000　記念碑建立費

△     500,0005,500,0005,000,0002 会議費

代議員旅費等△  1,000,0005,000,0004,000,000　代議員会議費

役員旅費等500,000500,0001,000,000　役員会議費

△     700,0006,300,0005,600,0003 事務費

事務手当、アルバイト料、通勤
費等

△     500,0003,500,0003,000,000　事務手当

支部派遣200,0001,300,0001,500,000　旅費

封筒、コピ－代、振替用紙等0200,000200,000　印刷費

郵便料、電話代等0300,000300,000　通信費

郵便振替、銀行振込0100,000100,000
　振替・振込
　手数料費

事務機器など200,000100,000300,000　器具備品費

△     500,000500,0000
　ホームページ
　管理運営費

事務用品類など0100,000100,000　消耗品費

残高証明など△     100,000200,000100,000　雑費

2,817,2765,494,4838,311,7594 特別会計繰入金

02,000,0002,000,000　名簿発行引当金

3,000,0003,000,0006,000,000
　同窓会館積立
　引当金

010,00010,000　奨学基金引当金

0102,200102,200　退職給与引当金

△     182,724382,283199,559　減価償却引当金

74,591592,781667,3725 予備費

△     508,13341,087,26440,579,131当期支出合計 (C)

△  3,403,188△ 10,522,943△ 13,926,131当期収支差額 (A)-(C)

000
次期繰越収支差額
(B)-(C)

　　　第２号議案　平成２３年度収支決算
平成２３年度一般会計収支計算書

平成２３年４月１日から平成２４年３月３１日まで

（単位；円）収入の部
摘　　要差　異決算額予算額科　　目

本年度 1,586 口 , 過年度 865
口 , 翌年度 4口 , 他 1,900 円 

△　 166,9007,366,9007,200,000１同窓会費収入

50,000 円× 385 名019,250,00019,250,000２入会金収入

90,7744,023,5474,114,321３諸収入

1,0812,9194,000　受取利息

△       10,00020,00010,000　寄付金

0500,000500,000　奨学基金取崩

△　 　　3073,500,6283,500,321
　記念事業積立金
　取崩

100,0000100,000　雑収入

△       76,12630,640,44730,564,321当期収入合計（A）

010,522,94310,522,943前期繰越金

△       76,12641,163,39041,087,264収入合計（B）

支出の部
摘　　要差　異決算額予算額科　目

10,470,29912,729,70123,200,0001 事業費

3,500,00003,500,000　会誌発行費

会報 42号 1,200 部印刷、発送、
名簿発送費など

1,027,3141,472,6862,500,000　会報発行費

200,0000200,000　事業推進費

43支部分（2,286 口× 300 円）14,200685,800700,000　支部助成費

卒業祝品、大学祭、会長表彰 4
名、看護学科学生支援

1,583,2352,616,7654,200,000　学生会員援助費

学術交流会、梅野賞、本学開催
養豚学会支援

100,000800,000900,000　学術振興費

学生会員就職対策200,0000200,000　就職対策費

法人母校等との折衝費39,175260,825300,000　渉外費

教職員退職祝品 12名（2年分）、
弔事 6件

△     193,625393,625200,000　慶弔費

岩手、宮城、福島など2,000,00002,000,000
　東日本災害
　支援金

130 周年記念式典2,000,0006,500,0008,500,000　記念事業費

1,289,0814,210,9195,500,0002 会議費

代議員旅費など1,415,7103,584,2905,000,000　代議員会議費

役員旅費など△     126,629626,629500,000　役員会議費

1,759,1974,540,8036,300,0003 事務費

事務手当、アルバイト料、通勤
費など

891,3042,608,6963,500,000　事務手当

23支部派遣22,0001,278,0001,300,000　旅費

コピ－代、印刷など△         2,539202,539200,000　印刷費

郵便料、電話代、宅急便など40,837259,163300,000　通信費

払込料など　54,87345,127100,000
　振替・振込
　手数料費

事務機器など68,32031,680100,000　器具備品費

494,6855,315500,000
　ホームページ
　管理運営費

事務用品類など△         3,938103,938100,000　消耗品費

残高証明など193,6556,345200,000　雑費

△         4,2845,498,7675,494,4834 特別会計繰入金

02,000,0002,000,000　名簿発行引当金

03,000,0003,000,000
　同窓会館積立
　引当金

010,00010,000　奨学基金引当金

0102,200102,200　退職給与引当金

△         4,284386,567382,283　減価償却引当金

カメラ一式△     257,069257,06905 固定資産取得費

592,7810592,7816 予備費

13,850,00527,237,25941,087,264当期支出合計 (C)

△ 13,926,1313,403,188△ 10,522,943当期収支差額 (A)-(C)

△ 13,926,13113,926,1310
次期繰越収支差額
(B)-(C)
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九
州
地
区
同
窓
会
代
表　

中
村　

完
治　

　

長
崎
県
平
野
支
部
長
の
も
と
、
平
成　

年
８
月

２４

　

日
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

２５母
校
よ
り
多
川
教
授
、
新
井
教
授
を
迎
え
学
術
講

演
と
大
学
の
近
況
の
話
な
ど
充
実
し
た
会
と
な
っ

た
。　

九
州
地
区
同
窓
会
は
約　

年
前
に
故
高
橋

１５

健
先
生
の
発
案
で
、
同
窓
会
の
充
実
化
、
大
学
と

の
一
貫
性
を
目
的
と
し
て
発
足
し
た
。
現
在
で
は

８
県
合
同
の
支
部
長
、
事
務
局
長
会
議
で
意
見
交

換
が
で
き
る
ま
で
に
な
っ
た
。
次
回
は
宮
崎
県
で

開
催
予
定
で
あ
る
。 

�
　

○
同
窓
会
本
部
へ
の
連
絡

　

通
常
、
土
日
祝
日
を
除
く
午
前　

時
か
ら
午
後

１０

４
時
ま
で
事
務
員
が
勤
務
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
以

外
の
時
間
は
留
守
番
電
話
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
郵

便
、
Ｅ
メ
ー
ル
等
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
連
絡
先
は

本
会
報
一
面
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。

○
会
費
納
入
の
お
願
い

　

本
会
の
事
業
は
、
会
員
の
会
費
納
入
に
よ
っ
て

運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
平
成　

年
発
行
の
会
員

２６

名
簿
等
は
会
費
納
入
者
に
無
料
配
布
さ
れ
る
予
定

で
す
。
本
会
報
に
振
込
用
紙
が
同
封
さ
れ
て
い
る

方
は
個
人
で
会
費
納
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
振
込
用
紙
が
同
封
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は

支
部
の
指
示
に
従
っ
て
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

郵
便
局
の
振
り
込
み
取
扱
票
に
は
お
忘
れ
な
く
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を
記
載
し
、
通
信
欄
に
は

卒
業
学
科
と
卒
業
期
（
封
筒
の
住
所
ラ
ベ
ル
の
区

分
）
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
住
所
等
変
更
の
あ
る

方
は
取
扱
票
の
通
信
欄
記
載
の
変
更
有
り
に
丸
印

し
て
く
だ
さ
い
、
本
部
事
務
局
の
登
録
変
更
を
致

し
ま
す
。

○
本
部
年
会
費
一
括
納
入
支
部
へ
の
お
願
い

　

本
部
会
費
を
一
括
納
入
さ
れ
る
支
部
は
、
会
費

納
入
者
名
簿
を
事
務
局
へ
郵
送
、
フ
ァ
ク
シ
ミ

事
務
局
だ
よ
り 

リ
、
メ
ー
ル
で
お
送
り
下
さ
い
。

○
住
所
録
変
更
届
け

　

住
所
、
氏
名
、
職
業
等
の
変
更
は
ハ
ガ
キ
、
フ

ァ
ク
シ
ミ
リ
、
メ
ー
ル
、
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
か
ら
変
更
届
け
を
ご
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

電
話
で
の
連
絡
は
記
載
ミ
ス
な
ど
の
要
因
と
な
り

ま
す
の
で
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
登
録
変
更
は
原
則

と
し
て
本
人
申
告
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
支
部
、

同
期
会
、
友
人
か
ら
の
届
け
出
も
申
告
者
が
明
記

さ
れ
て
い
る
場
合
は
受
け
付
け
ま
す
。

○
次
に
該
当
さ
れ
る
方
は
本
部
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　

他
大
学
で
博
士
号
、
修
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ

た
方
。
国
会
議
員
、
市
町
村
長
、
県
議
会
議
員
等

に
選
出
・
再
選
さ
れ
た
方
。
叙
勲
を
授
与
さ
れ
た

方
、
ご
逝
去
さ
れ
た
方
な
ど
。
情
報
提
供
者
を
特

定
で
き
る
よ
う
電
話
以
外
に
て
ご
連
絡
下
さ
い
。

○
支
部
会
、
合
同
地
区
同
窓
会
、
同
期
会
な
ど
開

催
さ
れ
ま
し
た
な
ら
、
そ
の
報
告
を
写
真
と
共
に

本
部
へ
お
送
り
下
さ
い
。
極
力
会
報
に
掲
載
致
し

ま
す
。

�○
受
勲
者

（
本
部
に
届
け
出
の
み
を
掲
載
）

平
成　

年
春
生
存
者
叙
勲
（
平
成　

年
４
月
）

２４

２４

同
窓
会
関
係
情
報 

　

大
学
７
期　

西
谷　

悦
夫
【
黄
綬
褒
章
】

○
訃
報

桑
島
吉
夫
（
専
門　

期　

元
同
窓
会
理
事　

平
成　

年

１０

２３

　

月
逝
去
）

１２小
川
重
行
（
専
門
６
期　

元
同
窓
会
副
会
長　

平
成　
２３

年　

月
逝
去
）

１２
江
崎
哲
哉
（
専
門
７
期　

前
熊
本
県
支
部
長　

平
成　
２４

年
６
月
逝
去
）

�■ 

母
校
入
学
試
験
結
果

　

平
成　

年
度
入
試
で
は
、
獣
医
保
健
看
護
学

２４

科
・
動
物
科
学
科
・
食
品
科
学
科
の
一
般
入
試

（
第
一
回
）
の
試
験
会
場
を
東
京
、
大
阪
、
仙
台
、

広
島
の
四
会
場
か
ら
の
選
択
に
変
更
し
た
。

　

平
成　

年
度
入
試
で
は
、
獣
医
保
健
看
護
学

２５

科
・
食
品
科
学
科
の
入
試
に
編
入
学
入
試
を
、
食

品
科
学
科
の
入
試
に
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
入
試

（
第
二
回
）
を
設
定
し
た
。

　

ま
た
、
獣
医
学
科
の
一
般
入
試
（
第
一
回
）
で

は
、
試
験
会
場
を
東
京
、
大
阪
に
加
え
、
福
岡
の

三
会
場
か
ら
、
獣
医
保
健
看
護
学
科
・
動
物
科
学

科
・
食
品
科
学
科
の
一
般
入
試
（
第
一
回
）
で

は
、
試
験
会
場
を
東
京
、
大
阪
、
仙
台
に
加
え
、

福
岡
の
四
会
場
か
ら
の
選
択
に
変
更
し
た
。

母
校
関
係
情
報 

平
成
二
十
四
年
度 

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
九
州
地
区 

　
　
　
　
　
　
　
同
窓
会
開
催
報
告 
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倍率合格者数受験者数志願者数学科試験区分

平成２４年度平成２３年度平成２４年度平成２３年度平成２４年度平成２３年度平成２４年度

3.9621241079511199獣医〈推薦〉

2.73273076827683保健看護

1.4526(1)29(2)37(1)42(2)37(1)42(2)動物

1.1029(15)30(14)29(15)33(14)29(15)33(14)食品

5.00117596獣医〈社会人〉

0.00000000保健看護

0.00000000動物

0.00000000食品

1.00113131獣医〈帰国〉

0.00000000保健看護

0.00101010動物

0.00000000食品

4.5054818818獣医〈後継者〉

19.003243384338獣医〈学士〉

0.00000000保健看護

0.00000000動物

0.00000000食品

－  114121311314317320（小計）推薦 +特別

9.18105101924927926927獣医第 1回
一般
入試 3.92103101415396420406保健看護

2.93140158403463410474動物

2.21117116241256247263食品

－  4654761,9832,0422,0032,070（小計）

13.404547381630381630獣医センター試験

5.344041201219201219保健看護

10.502120172210172210動物

6.802020127136127137食品

－  1261288811,1958811,196（小計）

21.841619408415491463獣医第 2回
一般
入試 6.788972617462保健看護

1.635271014410554動物

8.339650506060食品

－  3861631570730639（小計）

－  7437863,8064,1213,9314,225総合計

平成２４年度入学試験結果

入学者数地区学科コード

3北海道獣医学科

5東北獣医学科

66関東甲信越獣医学科

6東海獣医学科

7近畿獣医学科

0中国獣医学科

2四国獣医学科

7九州・沖縄獣医学科

0その他獣医学科

1北海道獣医保健看護学科

2東北獣医保健看護学科

83関東甲信越獣医保健看護学科

6東海獣医保健看護学科

5近畿獣医保健看護学科

2中国獣医保健看護学科

0九州・沖縄獣医保健看護学科

1その他獣医保健看護学科

2北海道動物科学科

2東北動物科学科

85関東甲信越動物科学科

3東海動物科学科

5近畿動物科学科

0中国動物科学科

1四国動物科学科

2九州・沖縄動物科学科

0その他動物科学科

0北海道食品科学科

0東北食品科学科

85関東甲信越食品科学科

4東海食品科学科

0近畿食品科学科

0四国食品科学科※ ( ) 内は指定校推薦数
※第２回一般入試は追加合格者を含む 
※獣医学科の入学者数は学士（２年次入
学）含む 

平成２４年度入学者数
96名獣医学科
100 名獣医保健看護学科
100 名動物科学科
89名食品科学科
385 名合計

平成２４年度母校入学試験結果

■ 

教
員
人
事
（
平
成　

年　

月
１
日
〜
平
成　

２３

１２

２４

年　

月　

日
）

１１

３０

○
新
任
（
平
成　

年　

月
１
日
付
）

２４

１０

　

助　

教

　
　

越
智　

広
樹
（
獣
医
微
生
物
学
）

○
新
任
（
平
成　

年
４
月
１
日
付
）

２４

　

講　

師

　
　

藤
平　

篤
志
（
実
験
動
物
学
）

　
　

鴇
崎　

敏
彦
（
英
語
学
）

　

助　

教

　
　

加
藤　

卓
也
（
野
性
動
物
学
）

　
　

白
石　

純
一
（
動
物
生
産
化
学
）

○
再
雇
用
（
平
成　

年
４
月
１
日
付
）

２４

　

准
教
授
（
嘱
託
）　

　
　

西
谷　

次
郎
（
シ
ス
テ
ム
経
営
学
）

○
昇
任
（
平
成　

年　

月
１
日
付
）

２４

１０

　

教　

授

　
　

和
田　

新
平
（
水
族
医
学
）

　

特
任
教
授　

　
　

吉
村　

史
朗
（
獣
医
学
部
）

○
昇
任
（
平
成　

年
４
月
１
日
付
）

２４

　

教　

授　

　
　

羽
山　

伸
一
（
野
性
動
物
学
）

　
　

近
江　

俊
徳
（
獣
医
保
健
看
護
学
基
礎
部
門
）

　
　

小
澤　

壯
行
（
シ
ス
テ
ム
経
営
学
）

　
　

太
田　

能
之
（
動
物
生
産
化
学
）

　
　

饌
部　

浩
一
（
運
動
科
学
）

　
　

吉
村　
　

格
（
付
属
牧
場
）

　

講　

師
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片
山
健
太
郎
（
獣
医
生
理
学
）

　
　

道
下　

正
貴
（
獣
医
病
理
学
）

　
　

野
瀬　
　

出
（
比
較
発
達
心
理
学
）

　
　

落
合　

和
彦
（
獣
医
保
健
看
護
学
基
礎
部
門
）

　
　

小
林　
　

淳
（
獣
医
保
健
看
護
学
応
用
部
門
）

　
　

呰
上　

大
吾
（
獣
医
保
健
看
護
学
臨
床
部
門
）

　
　

三
浦　

孝
之
（
乳
肉
利
用
学
）

○
昇
任
（
平
成　

年
１
月
１
日
付
）

２４

　

教　

授

　
　

袴
田　

陽
二
（
獣
医
保
健
看
護
学
基
礎
部
門
）

○
配
置
換
（
平
成　

年
４
月
１
日
付
）

２４

　

付
属
動
物
医
療
セ
ン
タ
ー　

講
師

　
　

川
角　
　

浩
（
実
験
動
物
学
）

○
定
年
退
職
（
平
成　

年
３
月　

日
付
）

２４

３１

　

教　

授

　
　

福
所　

秋
雄
（
獣
医
保
健
看
護
学
基
礎
部
門
）

　
　

木
村　

信
熙
（
動
物
栄
養
学
）

　
　

菅
原　

盛
幸
（
動
物
生
産
化
学
）

　
　

藤
吉　

憲
生
（
英
語
学
）

　

准
教
授

　
　

西
谷　

次
郎
（
シ
ス
テ
ム
経
営
学
）

○
退
職
（
平
成　

年
３
月　

日
付
）

２４

３１

　

助　

教

　
　

原
田　

和
記
（
獣
医
微
生
物
学
）

○
名
誉
教
授
称
号
授
与
（
平
成　

年
４
月
１
日
付
）

２４

　
　

木
村　

信
熙

○
再
任
（
平
成　

年　

月
１
日
）

２４

１０

　

学　

長

　
　

池
本　

卯
典

　

特
任
教
授

　
　

清
水　

一
政
（
獣
医
学
部
）

平成２４年度学生表彰
学長賞他受賞者

■ 

平
成　

年
度
学
生
表
彰

２３

　

平
成　

年
度
の
各
学
生
表
彰
が
下
記
の
よ
う
に

２３

決
定
し
た
。

　

学
長
賞
、
社
団
法
人
日
本
獣
医
師
会
褒
賞
、
同

窓
会
長
賞
は
最
終
学
年
を
対
象
と
し
て
選
出
さ

れ
、
武
蔵
野
賞
は
各
学
年
か
ら
選
出
さ
れ
る
。
授

与
は
最
終
学
年
は
学
位
記
授
与
式
に
て
表
彰
さ

れ
、
在
学
生
は
入
学
式
に
て
表
彰
さ
れ
た
。
尚
、

本
年
度
は
学
長
褒
賞
が
１
名
授
与
さ
れ
た
。（
別

表
参
照
）

　
　
　
　
　

― 
○ 

― 
○ 

―

�
　　

平
成　

度
の
獣
医
師
国
家
試
験
（
第　

回
目
）

２３

６３

は
、
平
成　

年
２
月　

日
・　

日
の
２
日
間
、
北

２４

２１

２２

海
道
・
東
京
・
福
岡
の
３
箇
所
の
会
場
で
実
施
さ

れ
た
。
東
京
会
場
は
、
江
東
区
に
あ
る
Ｔ
Ｏ
Ｃ
有

明
ビ
ル
で
実
施
さ
れ
た
。

　

現
在
、
獣
医
師
国
家
試
験
は
、
必
須
問
題　
５０

問
、
学
説
試
験
１
６
０
問
、
実
地
に
関
す
る
試
験

１
２
０
問
と
し
、
多
肢
選
択
方
式
（
マ
ー
ク
シ
ー

ト
）
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
第
１
日
目
は
必

須
問
題
試
験
と
学
説
試
験
が
実
施
さ
れ
、
第
２
日

目
は
実
地
試
験
で
あ
っ
た
。

　

平
成　

年
度
の
本
学
学
生
の
獣
医
師
国
家
試
験

２３

合
格
率
は
、
表
に
示
し
た
よ
う
に　

・
９
％
と
全

９８

国　

大
学
の
獣
医
学
科
で
第
２
位
の
高
い
合
格
率

１６
で
あ
っ
た
。
第
１
位
は
、
鹿
児
島
大
学
の
１
０
０

％
で
あ
っ
た
が
、
鹿
児
島
大
学
の
受
験
者
数
は
わ

ず
か　

名
、
本
学
の
場
合
は
受
験
者
数　

名
中　

２９

９１

９０

名
も
の
学
生
が
合
格
し
、
本
学
の
合
格
率
も
ほ
ぼ

１
０
０
％
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い

と
感
じ
て
い
る
。
ま
た
、
第　

回
お
よ
び
第　

回

６１

６２

の
獣
医
師
国
家
試
験
に
お
い
て
も
、
本
学
学
生
の

合
格
率
は
、
そ
れ
ぞ
れ　

・
９
％
、　

・
５
％
と

９８

９０

こ
の
３
年
間　

％
以
上
の
合
格
率
を
維
持
し
て
い

９０

る
。

　

本
学
で
は
、
教
員
に
よ
る
獣
医
師
国
家
試
験
対

策
委
員
会
が
あ
り
、
獣
医
学
科
長
、
６
年
生
担

■ 
平
成　

年
度

２３

 　

獣
医
師
国
家
試
験
に
つ
い
て

氏名学年学科代表者種別

八木　智子６年獣医学科学長賞

石田　沙恵４年獣医保健看護学科学長賞

小渕　智子４年動物科学科学長賞

井上　航４年食品科学科学長賞

清水　萌子４年動物科学科欅賞

植木　智也４年獣医保健看護学科学長褒賞

佐藤　由佳６年獣医学科社）日本獣医師会褒章

本多　寛子６年獣医学科同窓会長賞

岡村　恵里子４年獣医保健看護学科同窓会長賞

梅田　世奈４年動物科学科同窓会長賞

闍橋　洋平４年食品科学科同窓会長賞

内海　卓也２年獣医学科
藤原　万里子２年獣医学科
大西　悠太２年獣医学科
林　麻央３年獣医学科
杉浦　壮大３年獣医学科
西村　友璃３年獣医学科
羽原　誠４年獣医学科
越智　葵４年獣医学科
萩原　文乃４年獣医学科
戸上　絵理５年獣医学科
上原　裕司５年獣医学科
竹下　恭平５年獣医学科
赤津　佳菜子６年獣医学科
鵜飼　正保６年獣医学科
田中　優６年獣医学科

金子　美里４年動物科学科
福井　伶奈４年動物科学科
岡崎　綾乃４年動物科学科
粂井　和奈２年食品科学科
奥田　貴信２年食品科学科
闍久　未樹２年食品科学科
白倉　敏子３年食品科学科
宮本　友香３年食品科学科
栗田　裕己３年食品科学科
斉藤　善紀４年食品科学科
土屋　りえ４年食品科学科
佐藤　絢４年食品科学科

松尾　真希子２年獣医保健看護学科
池田　美奈子２年獣医保健看護学科
杉浦　奈都子２年獣医保健看護学科
平松　朋子３年獣医保健看護学科
石田　美保３年獣医保健看護学科
青木　幸奈３年獣医保健看護学科
兼田　裕希４年獣医保健看護学科
松永　のどか４年獣医保健看護学科
大坂　優衣４年獣医保健看護学科
金子　一規２年動物科学科
安田　紗紀恵２年動物科学科
山田　萌２年動物科学科
田島　広大３年動物科学科
根本　真有３年動物科学科
小沢　聡恵３年動物科学科

武蔵野賞受賞者
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任
、
５
年
生
の
担
任
を
含
め　

名
の
獣
医
学
科
教

２０

員
が
委
員
と
な
っ
て
、
獣
医
師
国
家
試
験
の
勉
強

に
励
む
６
年
生
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
こ
の
委
員
会
と
は
別
に
、
獣
医
学
教
育
促
進

室
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
国
家
試
験
対
策
の
一
部

を
担
っ
て
い
る
。
６
年
生
は
９
月
末
か
ら
、
約　
１０

名
ず
つ
の
小
グ
ル
ー
プ
に
別
れ
て
、
国
家
試
験
勉

強
に
専
念
す
る
。　

月
上
旬
か
ら
は
、
国
家
試
験

１０

対
策
の
「
総
合
獣
医
学
」
の
講
義
が
始
ま
り
、　
１１

月
下
旬
ま
で
、
各
科
目
担
当
の
先
生
に
よ
っ
て
講

義
が
実
施
さ
れ
、
６
年
生
は
国
家
試
験
勉
強
に
必

要
な
知
識
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
国
家
試
験
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
目
的

に
、　

月
下
旬
と
１
月

１１

下
旬
に
国
家
試
験
の
模

擬
試
験
を
学
内
で
実
施

し
て
い
る
。
こ
の
模
擬

試
験
の
結
果
を
参
考
に

し
て
、
学
生
は
不
足
し

て
い
る
箇
所
を
認
識

し
、
最
終
的
な
試
験
勉

強
に
取
り
組
む
。
こ
れ

ら
の
国
家
試
験
対
策
を

今
年
度
も
実
施
し
、
６

年
生
の
サ
ポ
ー
ト
を
行

っ
て
お
り
、
６
年
生
は

日
々
勉
学
に
励
ん
で
お

り
、
平
成　

年
度
の
第

２４

　

回　

獣
医
師
国
家
試

６４験
（
平
成　

年
２
月　

２５

１９

日
・　

日
）
の
合
格
率

２０

も
良
い
結
果
を
確
信
し

て
い
る
。

　
　

― 
○ 

― 
○ 

―

　
�

　

第　

回
（
平
成　

年
度
）
日
本
獣
医
生
命
科
学

２８

２４

大
学
学
術
交
流
会
「
ト
ッ
プ
を
目
指
し
て
！
」

は
、
平
成　

年　

月　

日
（
日
）
午
前
９
時　

分

２４

１０

２１

５０

か
ら
、
名
古
屋
ダ
イ
ヤ
ビ
ル
に
て
、
２
会
場
を
設

定
し
て
開
催
さ
れ
た
。
第
１
会
場
で
は
左
向
敏
紀

実
行
委
員
長
の
開
会
挨
拶
の
後
、
池
本
卯
典
学
長

の
講
演
「
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
の
現
状
と
未

来
」　

が
あ
り
、
引
き
続
き
、
平
成　

年
度
梅
野

２３

信
吉
賞
受
賞
者
で
あ
る
長
谷
川
大
輔
講
師
（
獣
医

放
射
線
学
教
室
）
に
よ
る
特
別
講
演
「
て
ん
か
ん

研
究
と
Ｍ
Ｒ
Ｉ
」
が
行
わ
れ
た
。

　

本
会
で
は
、
本
学
関
係
者
に
よ
る
最
新
事
情
の

報
告
の
他
、
地
元
の
愛
知
県
か
ら
栗
木
允
男
氏

（
株
式
会
社
ク
レ
ス
ト
Ｚ　

期
）
よ
り
「
中
部
圏

３２

の
畜
産
事
情
」、
白
石
徹
氏
（
愛
知
県
農
業
総
合

試
験
場
Ｖ　

期
）
よ
り
「
飼
料
中
Ｎ
Ｄ
Ｆ
水
準
と

３８

抗
酸
化
機
能
性
物
質
の
給
与
が
乳
牛
の
繁
殖
成
績

に
及
ぼ
す
影
響
」
の
２
題
が
発
表
さ
れ
た
。

　

最
近
教
授
に
昇
格
さ
れ
た
太
田
能
之
教
授
（
動

物
生
産
化
学
教
室
）
か
ら
は
「
ニ
ワ
ト
リ
を
用
い

た
初
期
栄
養
の
研
究
と
そ
の
応
用
」、
吉
村
格
教

授
（
付
属
牧
場
）
か
ら
は
「
附
属
牧
場
の
歩
み
」

と
題
し
た
講
演
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
動
物
医
療
セ
ン
タ
ー
の
新
旧
院
長
講
演

と
し
て
、
両
教
授
の
得
意
分
野
の
講
演
が
あ
っ

た
。
本
年
度
退
職
予
定
の
多
川
政
弘
教
授
（
獣
医

外
科
学
教
室
）
は
「
会
陰
ヘ
ル
ニ
ア
整
復
術
の
コ

■ 
第　

回
学
術
交
流
会

２８

大学別獣医師国家試験の結果
第61回（平成 21 年度）第 62 回（平成 22 年度）第 63 回（平成２３年度）

大学名区分
合格率合格者数受験者数合格率合格者数受験者数合格率合格者数受験者数

92.9%394295.2%404293.2%4144北海道大学

新
卒
別

100.0%404094.9%373995.5%4244帯広畜産大学

97.1%343596.9%313284.8%2833岩手大学

100.0%262697.0%323391.4%3235東京大学

84.2%323885.7%364297.3%3637東京農工大学

93.8%303283.9%263191.2%3134岐阜大学

97.1%343594.3%333595.2%4042鳥取大学

93.1%272991.2%313496.8%3031山口大学

84.8%283380.8%212697.1%3435宮崎大学

91.4%323591.2%3134100.0%2929鹿児島大学

93.3%424591.1%414590.5%3842大阪府立大学

90.6%12613996.2%12613183.7%118141酪農学園大学

94.9%13013791.2%13514893.8%136145北里大学

98.9%868790.5%869598.9%9091日本獣医生命科学大学

91.8%12313487.9%12414185.4%117137日本大学

85.6%13115387.2%14316487.5%126144麻布大学

92.3%960104090.8%973107291.0%9681,064新卒者数計

53.5%14727538.1%7519746.2%91197既　卒　者

66.7%4666.7%4620.0%15受験資格認定者

84.1%1111132182.5%1052127583.7%1,0601,266合　　計

ツ
」、
新
院
長
の
小
山
秀
一
教
授
（
獣
医
内
科
学

教
室
）
は
「
手
術
前
の
循
環
機
能
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
」
と
題
し
た
競
演
で
あ
っ
た
。

　
「
甲
状
腺
疾
患
の
最
新
事
情
」
と
題
し
た
ラ
ン

チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
は
、
森
昭
博
助
教
（
獣
医
保
健

看
護
学
科
臨
床
部
門
）、
西
飯
直
仁
准
教
授
（
岐

阜
大
・
獣
医
内
科
学
研
究
室
）
が
講
演
し
た
。

　

い
ず
れ
の
講
演
も
専
門
外
の
方
で
も
理
解
し
や

す
い
内
容
で
、
多
く
の
方
か
ら
質
問
が
あ
り
、
予

定
時
間
を
超
過
す
る
ほ
ど
の
盛
況
で
あ
っ
た
。
第

２
会
場
に
お
い
て
は
名
古
屋
近
郊
の
動
物
看
護
師

を
対
象
と
し
た
、
獣
医
保
健
看
護
学
科
の
教
員
６

名
に
よ
る
卒
後
教
育
講
演
�
出
前
「
日
曜
塾
」�

が
開
催
さ
れ
た
。



　

な
お
、
出
席
者
は
大
学
教
員
お
よ
び
同
窓
会
の

方
等
、
合
わ
せ
て
１
２
０
名
で
あ
っ
た
。

　

学
術
交
流
会
終
了
後
、
キ
ャ
ッ
ス
ル
プ
ラ
ザ
に

て
懇
親
会
が
も
た
れ
、
懐
か
し
い
顔
ぶ
れ
と
の
再

会
を
喜
び
親
交
を
深
め
る
と
と
も
に
、
同
窓
会
の

ま
す
ま
す
の
発
展
を
誓
い
合
っ
た
。

　

平
成　

年
度
の
交
流
会
は
本
学
に
て
開
催
さ
れ

２５

る
予
定
で
あ
る
。
多
く
の
先
生
、
同
窓
生
お
よ
び

学
生
の
方
々
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
た
く
お
願
い

申
し
上
げ
る
。

　
　
　
　
　

― 
○ 

― 
○ 

―

　
�

　　

平
成　

年
度
の
梅
野
信
吉
賞
の
受
章
者
は
獣
医

２３

放
射
線
学
教
室
・
長
谷
川
大
輔
講
師
に
決
ま
っ

た
。
長
谷
川
先
生
は
平
成　

年
３
月
の
本
学
卒
業

１１

生
（
獣
医
学
科　

期
）
で
、
卒
業
後
は
本
学
大
学

４７

院
に
進
学
、
大
学
院
博
士
課
程
終
了
（
学
位
取

得
）
後
、
獣
医
学
科
・
獣
医
放
射
線
学
教
室
・
助

教
に
奉
職
し
、
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
。
今
回
の

受
賞
テ
ー
マ
は
「
て
ん
か
ん
と
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
主
軸
と

し
た
脳
疾
患
の
基
礎
的
・
臨
床
的
研
究
」
で
あ
る
。

　
「
て
ん
か
ん
」
の
研
究
は
長
谷
川
先
生
が
大
学

院
以
来
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
さ
れ
て
い
る
研
究

で
、
こ
の
関
連
研
究
で
、
文
部
科
学
省
科
学
研
究

費
補
助
金
若
手
Ａ
研
究
に
採
択
さ
れ
た
（
本
学
で

初
）
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
こ
の
間
の
研
究
内
容

■ 
平
成　

年
度

２３

 　

梅
野
信
吉
賞
受
賞
者
決
定

は　

数
編
の
英
文
学
術
論
文
と
し
て
発
表
さ
れ
、

１０
非
常
に
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。
特
に
機
能
的

Ｍ
Ｒ
Ｉ
と
呼
ば
れ
る
拡
散
強
調
画
像
を
用
い
た
解

析
法
で
、
て
ん
か
ん
発
作
焦
点
の
検
索
や
潜
在
的

な
発
作
に
よ
る
二
次
性
脳
損
傷
（
発
作
性
脳
損

傷
）
視
覚
化
を
行
い
、
発
作
焦
点
域
で
の
異
常
を

捉
え
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
技
術

は
、
獣
医
領
域
の
み
な
ら
ず
、
人
の
て
ん
か
ん
画

像
診
断
に
も
有
益
な
情
報
を
提
供
し
、
さ
ま
ざ
ま

基
礎
研
究
、
臨
床
研
究
に
応
用
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
犬
の
特
発
性
て
ん
か
ん
に
お
い
て
、
片
側
海

馬
の
委
縮
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
初
め
て
見
出

し
、
人
に
比
べ
れ
ば
稀
で
あ
る
が
、
犬
の
て
ん
か

ん
で
も
海
馬
委
縮
が
生
じ
発
症
の
一
因
で
あ
る
可

能
性
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
も
評
価
さ
れ
て
い

る
。
現
在
は
、
特
発
性
、
遺
伝
性
て
ん
か
ん
モ
デ

ル
と
し
て
遺
伝
性
て
ん
か
ん
猫
の
解
析
を
進
め
て

い
る
。
こ
の
猫
コ
ロ
ニ
ー
は
２
０
０
８
年
に
長
谷

川
先
生
ら
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
系
統
で
、
常
染

色
体
性
劣
性
遺
伝
で
人
の
内
側
側
頭
葉
て
ん
か
ん

に
相
当
す
る
て
ん
か
ん
発
作
を
発
現
し
て
い
る
と

さ
れ
る
非
常
に
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
遺
伝

性
て
ん
か
ん
猫
コ
ロ
ニ
ー
の
研
究
を
通
じ
て
、
さ

ら
に
重
要
な
成
果
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

― 
○ 

― 
○ 

―

�
　　

平
成　

年
３
月　

日
（
月
）
午
前　

時
か
ら
、

２４

１２

１０

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
「
平
成　

年
度
学
位
記

２３

授
与
式
」
が
ア
リ
ー
ナ
に
お
い
て
挙
行
さ
れ
た
。

　

午
前
中
に
学
部
、
午
後
に
大
学
院
の
授
与
式
が

そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
た
。

　

午
前
中
の
学
部
学
位
記
授
与
式
で
は
、
獣
医
学

科　

名
、
獣
医
保
健
看
護
学
科　

名
、
動
物
科
学

９５

９１

■ 
平
成　

年
度 
学
位
記
授
与
式

２３

科　

名
、
食
品
科
学
科　

名
の
合
計
３
５
０
名
に

８５

７９

学
位
記
が
手
渡
さ
れ
た
。

　

午
後
か
ら
の
大
学
院
学
位
記
授
与
式
で
は
、
獣

医
生
命
科
学
研
究
科
獣
医
学
博
士
課
程
修
了
者
及

び
論
文
審
査
合
格
者　

名
、
獣
医
保
健
看
護
学
専

１５

攻
修
士
課
程
修
了
者　

名
、
応
用
生
命
科
学
専
攻

１０

博
士
前
期
課
程
修
了
者
及
び
論
文
審
査
合
格
者
７

名
の
合
計　

名
に
学
位
記
が
手
渡
さ
れ
た
。

３２

学長挨拶
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�
　　

平
成　

年
４
月
６
日
（
金
）
午
前　

時
か
ら

２４

１０

「
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
入
学
式
」
が
ア
リ
ー

ナ
に
お
い
て
挙
行
さ
れ
た
。

　

獣
医
学
専
攻
博
士
課
程
９
名
、
獣
医
保
健
看
護

学
専
攻
博
士
前
期
課
程
６
名
、
同
後
期
課
程
２

名
、
応
用
生
命
科
学
専
攻
博
士
前
期
課
程　

名
、

１２

獣
医
学
科　

名
、
獣
医
保
健
看
護
学
科
１
０
０

９６

名
、
動
物
科
学
科
１
０
０
名
、
食
品
科
学
科　

名
８９

の
合
計
４
１
４
名
が
入
学
し
た
。

■ 
平
成　

年
度 

入
学
式

２４

�
　

平
成　

年
度
卒
業
生
の
進
路
動
向
を
学
科
別
に

２３

見
る
と
次
の
よ
う
な
結
果
で
あ
っ
た
。

　

獣
医
学
科
で
は
就
職
者
の
う
ち
小
動
物
臨
床
の

獣
医
師
就
職
者
が　

・
８
％
、
公
務
員
獣
医
師
、

７２

産
業
動
物
獣
医
師
の
就
職
者
に
は　

・
４
％
と
前

２３

年
度
と
ほ
ぼ
同
じ
傾
向
に
あ
る
が
、
小
動
物
臨
床

志
向
が
若
干
減
少
し
た
分
、
公
務
員
、
産
業
動
物

獣
医
師
が
若
干
上
昇
し
て
い
る
。
ま
た
、
約
５
％

が
企
業
の
研
究
・
検
査
等
の
技
術
系
に
就
職
し
て

い
る
。

　

獣
医
保
健
看
護
学
科
で
は
就
職
者
の
う
ち
、
大

半
は
例
年
ど
お
り
小
動
物
臨
床
の
動
物
病
院
看
護

師
で
あ
る
が
、　

・
９
％
と
前
年
度
か
ら
約
７
％

４７

減
少
し
て
お
り
、
製
薬
、
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
、
臨
床

検
査
等
の
企
業
系
へ
の
就
職
が　

・
３
％
と
、
約

４２

　

％
以
上
上
昇
し
、
人
気
傾
向
に
あ
る
。

２０
　

動
物
科
学
科
で
は
就
職
者
の
う
ち
畜
産
業
・
農

業
関
係
へ　

・
２
％
、
化
学
・
飼
料
・
薬
品
系
製

１６

造
業
へ　

・
９
％
、
農
業
関
係
団
体
や
公
務
員
に

２８

　

・
２
％
、
動
物
実
験
管
理
に　

・
６
％
と
職
種

１０

１９

へ
の
偏
り
な
く
、
幅
広
く
就
職
し
て
い
る
。

食
品
科
学
科
で
は
就
職
者
の
う
ち
食
品
製
造
業
が

　

・
１
％
と
多
く
、
食
品
流
通
・
卸
・
小
売
等
に

５９も　

・
８
％
が
就
職
し
、
生
産
・
製
造
・
研
究
に

３２
関
す
る
自
己
の
学
業
の
目
指
し
て
き
た
職
種
に
就

職
し
て
い
る
。
ま
た
食
品
衛
生
監
視
員
な
ど
の
公

務
員
志
望
者
も
増
え
て
い
る
。

■ 
平
成　

年
度 
卒
業
生
進
路
動
向

２３

　

最
終
的
な
就
職
希
望
者
の
就
職
率
は
、
獣
医
学

科　

・
５
％
（
前
年
比
３
％
上
昇
）、
獣
医
保
健
看

８４
護
学
科　

・
２
％
（
前
年
比
２
・
６
％
上
昇
）、
動

９３

物
科
学
科　

・
４
％
（
前
年
比
３
・
６
％
上
昇
）、

９６

食
品
科
学
科　

・
６
％
（
前
年
比
４
・
２
％
上
昇
）

９２

と
な
り
、
高
い
水
準
を
維
持
し
て
い
る
。

　

ま
た
大
学
院
生
へ
の
進
学
希
望
者
の
進
学
率

は
、
他
大
学
大
学
院
進
学
も
含
め
、
獣
医
学
科
１

０
０
％
、
獣
医
保
健
看
護
学
科　

％
、
動
物
科
学

７５

科
１
０
０
％
、
食
品
科
学
科　

・
９
％
で
あ
っ
た
。

９０

　

本
学
で
は
、
平
成　

年
度
８
月
に
、
学
生
の
進

２３

路
指
導
や
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
特
化
し
た
「
キ
ャ
リ

ア
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
た
こ
と
に
よ
り
、

学
生
へ
の
対
応
、
進
路
対
策
な
ど
円
滑
に
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

― 
○ 

― 
○ 

―

�
　

１
３
０
周
年
記
念
事
業
で
あ
る
合
同
教
育
棟
の

地
鎮
祭
が
、
平
成　

年
７
月　

日
午
前　

時
よ
り

２４

１４

１１

執
り
行
わ
れ
た
。
同
窓
会
か
ら
会
長
始
め
役
員
８

名
が
出
席
し
た
。

■ 

合
同
教
育
棟
の
地
鎮
祭

中條同窓会長より入学記念品の贈呈

仲良くイチ、ニッ・イチ、ニッ学長も走る

�
　

平
成　

年　

月　

日
（
水
）、
晴
天
の
中
、
武

２４

１０

１０

蔵
野
陸
上
競
技
場
に
体
育
会
や
研
究
室
を
中
心
と

し
た
学
生
約
３
０
０
名
が
参
加
し
開
催
さ
れ
た
。

各
チ
ー
ム
と
も
日
頃
の
成
果
を
発
揮
す
る
べ
く
各

種
目
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

■ 
平
成　

年
度 
体
育
祭

２４

玉串を奉納する中條会長
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�
　

平
成　

年　

月
１
日
（
木
）
正
午
よ
り
本
学

２４

１１

「
仁
畜
の
碑
」
前
に
て
、
平
成　

年
度
動
物
慰
霊

２４

祭
が
、
無
宗
教
献
花
方
式
を
も
っ
て
し
め
や
か
に

執
り
行
わ
れ
た
。
高
橋
係
長
の
開
式
の
言
葉
に
続

き
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
、
続
い
て
池
本
学
長
よ
り

「
本
日
あ
ら
た
め
て
実
験
動
物
の
役
割
と
そ
の
貢

献
を
認
識
し
、
犠
牲
と
な
っ
た
多
く
の
動
物
達
に

心
か
ら
感
謝
の
意
を
捧
げ
た
い
」
と
、
ま
た
、
学

生
代
表
上
月
遥
香
学
友
会
会
長
よ
り
「
動
物
と
接

す
る
に
当
た
り
常
に
学
生
と
し
て
学
ぶ
目
的
を
明

確
に
持
ち
、
真
摯
な
態
度
と
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
な
い
」
と
の
追
悼
の
言
葉
が
読
み
上
げ
ら
れ
た
。

　

池
本
学
長
他
の
指
名
献
花
の
後
、
教
職
員
、
学

生
の
参
列
者
が
献
花
し
、
動
物
達
の
冥
福
を
祈
っ
た
。

■ 
平
成　

年
度 

動
物
慰
霊
祭

２４

�
　

平
成　

年　

月
３
日
（
土
）、
４
日
（
日
）
に

２４

１１

本
学
に
お
い
て
、
第　

回
日
獣
祭
が
開
催
さ
れ
た
。

６３

　

昨
年
、
一
昨
年
と
天
候
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た

が
、
本
年
度
は
２
日
間
と
も
晴
天
に
恵
ま
れ
、
初

日
２
、
６
３
１
名
、
２
日
目
３
、
５
９
３
名
、
合

計
で
６
、
２
２
４
人
も
の
来
場
者
が
あ
っ
た
。

■ 
平
成　

年
度 
日
獣
祭

２４

日頃の練習の成果を 各研究室の発表

正門付近の賑わい

日
獣
祭
実
行
委
員
が
半
年
か
け
て
準
備
を
行
っ
て

き
た
数
々
の
催
し
物
、
研
究
室
や
ク
ラ
ブ
・
サ
ー

ク
ル
の
展
示
、
音
楽
系
サ
ー
ク
ル
の
演
奏
等
大
勢

の
来
場
者
の
前
で
披
露
さ
れ
た
。

　

中
で
も
、
ケ
ネ
ル
ク
ラ
ブ
が
行
っ
た
ペ
ッ
ト
シ

ョ
ー
で
は
、
本
年
度
は
聴
導
犬
の
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
、
沢
山
の
参
加
者
と
見
物

者
及
び
そ
の
ペ
ッ
ト
た
ち
で
会
場
が
埋
め
尽
く
さ

れ
た
。
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日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
学
長　

池 

本 

卯 

典

　　　　　　　

福
島
産
り
ん
ご
の
輸
出
が
決
ま
り
、
福
島
市
松

川
町
で
、　

月　

日
に
タ
イ
に
向
け
た
出
荷
が
始

１１

２０

ま
っ
た
。
福
島
県
の
み
な
ら
ず
東
北
日
本
で
は
安

堵
の
声
に
湧
い
て
い
る
。
今
年
９
月
タ
イ
国
に
輸

出
し
た
桃
が
好
評
で
、
タ
イ
の
バ
イ
ヤ
ー
か
ら
福

島
の
果
物
を
も
っ
と
扱
い
た
い
と
声
が
掛
か
っ
た

ら
し
い
。
福
島
県
は
『
海
外
で
の
高
評
価
が
風
評

被
害
の
払
拭
に
つ
な
が
れ
ば
』
と
期
待
し
て
い
る
。

　

月　

日
〜　

日
の
３
日
間
、
首
都
バ
ン
コ
ク
の

１２

１４

１６

大
型
ス
ー
パ
ー
で
販
売
さ
れ
る
予
定
と
聞
く
。

　

大
学
で
は
、
就
職
の
最
盛
期
を
迎
え
て
い
る
。

昨
年
度
は
動
物
科
学
科
の
１
０
０
％
を
頂
点
に
、

食
品
科
学
科
、
動
物
科
学
科
、
獣
医
保
健
看
護
学

科
、
獣
医
学
科
の
い
ず
れ
も　

％
を
超
え
た
。
メ

９９

デ
ィ
ア
に
華
々
し
く
採
り
上
げ
ら
れ
た
り
は
し
な

い
が
、
全
国
７
８
３
大
学
中
、
屈
指
で
あ
る
こ
と

に
間
違
い
な
い
と
思
う
。　

年
度
の
卒
業
生
は
今

２４

売
出
し
の
真
最
中
、　

月　

日
現
在
の
内
定
率

１１

１４

は
、
動
物
科
学
科　

％
、
食
品
科
学
科　

％
、
獣

４８

６０

医
保
健
看
護
学
科　

％
、
獣
医
学
科　

％
、
と
キ

５６

６６

ャ
リ
ア
ー
支
援
セ
ン
タ
ー
は
教
え
て
く
れ
た
。
同

窓
会
の
皆
様
に
も
就
職
バ
イ
ヤ
ー
を
お
願
い
し
て

い
る
が
、
そ
の
成
果
を
公
表
で
き
な
い
の
は
残
念

で
あ
り
、
早
急
に
同
窓
会
員
諸
兄
の
就
職
バ
イ

ヤ
ー
価
値
を
学
生
に
知
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。

　

本
学
の
就
職
支
援
は
、
他
大
学
に
比
較
し
て
決

し
て
劣
っ
て
は
い
な
い
。
手
許
に
あ
る
主
要　

大
２６

学
の
財
政
規
模
や
学
生
数
の
紹
介
（
雑
誌
「
エ
コ

ノ
ミ
ス
ト
」
に
掲
載
）
に
よ
れ
ば
、
日
本
大
学
の

全
学
生
定
員
は
約
７
４
、
０
０
０
人
、
東
京
女
子

大
学
の
全
学
生
定
員
は
約
４
、
０
０
０
人
、
仮
に

４
分
の
１
の
学
生
が
新
学
士
と
し
て
卒
業
す
れ

ば
、
日
大
は
約
１
９
、
０
０
０
人
、
東
京
女
子
大

で
も
１
、
０
０
０
人
の
就
職
先
を
確
保
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
本
学
で
は
僅
か
約
３
７
０
人
の
就

職
を
確
保
す
れ
ば
万
歳
で
あ
る
。
現
在
、
４
人
の

セ
ン
タ
ー
職
員
と
藤
沢
委
員
長
を
中
心
と
し
た
就

職
担
当
委
員
は
、
教
育
・
研
究
を
疎
か
に
す
る
こ

と
な
く
、
年
間
通
じ
て
就
職
先
の
開
拓
に
努
め
成

果
を
収
め
て
い
る
。

　

新
入
生
募
集
の
要
諦
は
入
口
と
出
口
、
こ
れ
は

学
生
募
集
の
合
言
葉
。
そ
こ
で
同
窓
生
諸
兄
へ
の

お
願
い
は
、
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
の
真
の
姿

を
ア
ッ
ピ
ー
ル
し
て
頂
き
た
い
。
輝
け
る
大
学
と

は
清
冽
で
創
造
力
と
感
性
の
豊
か
な
学
生
を
育

て
、
日
本
の
未
来
に
貢
献
す
る
若
者
達
の
集
団
で

な
け
れ
ば
と
願
う
昨
今
で
あ
る
。
何
卒
よ
ろ
し
く

ご
協
力
下
さ
い
。

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
学
長　

池 

本 

卯 

典

　　

同
窓
生
の
皆
様
の
多
く
は
、
獣
医
学
科
と
動
物

（
畜
産
）
科
学
科
は
第
１
校
舎
で
、
食
品
（
食
品

工
学
）
科
学
科
は
第
２
校
舎
で
学
ば
れ
た
と
思
い

ま
す
。
現
在
２
学
部
４
学
科
す
べ
て
第
１
校
舎
で

講
義
を
行
な
い
、
動
物
科
学
科
、
獣
医
学
科
、
獣

医
保
健
看
護
学
科
の
研
究
室
及
び
実
習
室
は
第
１

校
舎
に
設
置
し
て
そ
れ
ぞ
れ
機
能
し
、
食
品
科
学

科
の
研
究
室
と
実
習
室
は
第
２
校
舎
に
置
い
て
い

ま
す
。
な
お
、
動
物
科
学
科
の
臨
床
す
な
わ
ち
牧

場
実
習
は
富
士
ア
ニ
マ
ル
フ
ァ
ー
ム
。
獣
医
学
科

と
獣
医
保
健
看
護
学
科
の
臨
床
実
習
は
動
物
医
療

セ
ン
タ
ー
と
富
士
ア
ニ
マ
ル
フ
ァ
ー
ム
で
実
施
し

て
い
ま
す
。
近
年
、
学
生
の
質
の
向
上
に
当
り
法

人
の
深
い
理
解
に
よ
り
教
育
環
境
は
着
実
に
進
化

を
続
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

１．

教
育
施
設
の
整
備
計
画

　

２
学
部
４
学
科
の
教
育
・
研
究
・
臨
床
の
実
践

は
可
及
的
に
同
一
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
い
た
い
。
こ

れ
は
学
生
・
教
員
・
管
理
部
門
の
共
通
の
願
望
と

い
え
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
に
は
、
適
度
の
空
間
と
施

設
の
整
備
が
先
決
で
す
。
幸
い
法
人
の
御
理
解
も

あ
り
新
築
し
た
Ｂ
棟
４
階
に
５
階
の
増
築
が
認
め

ら
れ
、
約
２
億
円
の
増
築
費
に
よ
り
平
成　

年
の

２３

年
末
に
着
工
（
北
野
建
設
）
し
て
平
成　

年
９
月

２４

に
は
完
成
。　

年
後
期
か
ら
大
講
義
室
（
約
３
０

２４

０
名
収
容
）
２
室
と
中
講
義
室
（
約
１
２
０
名
収

容
）
１
室
が
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
本
館
の
２
階
講
堂
と
教
育
用
施
設
は
Ｂ

棟
５
階
に
移
し
、
本
館
の
２
階
に
は
会
議
室
を
２

室
、
客
員
教
授
室
と
セ
ミ
ナ
ー
室
を
配
置
し
有
機

的
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

２．

合
同
教
育
棟
設
置
計
画
の
端
緒

　

学
校
法
人
日
本
医
科
大
学
は
、
２
大
学
（
日
本

医
科
大
学
と
本
学
）
４
病
院
（
千
駄
木
・
武
蔵
小

杉
・
永
山
・
北
総
）、
１
専
門
学
校
（
医
学
部
付
属

看
護
専
門
学
校
）、
１
研
究
所
（
老
人
病
研
究
所
）

を
経
営
・
管
理
・
維
持
し
、　

年
度
の
消
費
収
支

２３

は
、
帰
属
収
入
約
８
２
０
億
円
、
消
費
支
出
約
８

１
０
億
円
と
報
告
さ
れ
て
お
り
、
黒
字
経
営
を
維

持
し
て
い
ま
す
。

　

因
み
に
本
学
の
帰
属
収
入
約　

億
円
、
消
費
支

４３

出
約　

億
円
、
約
５
億
円
の
黒
字
を
計
上
し
ま
し

３８

た
。
主
な
収
入
源
は
学
納
金
約　

億
円
、
寄
付
金

３０

約
５
、
０
０
０
万
円
、
補
助
金
５
・
３
億
円
、
事

業
収
入
約
４
・
４
億
円
（
主
に
動
物
医
療
セ
ン

タ
ー
）
で
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
、
法
人
全
体
の
財

源
は
病
院
依
存
型
、
そ
の
中
で
本
学
は
学
納
金
依

存
型
（　

％
）
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

６９

　

御
案
内
の
よ
う
に
、
学
校
法
人
日
本
医
科
大
学

就
職
戦
線
と

　
　

福
島
産
り
ん
ご

新
教
育
棟
の
建
設
計
画



は
Ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ　

Ｐ
ｌ
ａ
ｎ　

計
画
の
実
施
中

２１

で
あ
り
ま
す
。
医
学
部
教
育
棟
・
大
学
院
棟
・
千

駄
木
病
院
の
改
・
新
築
計
画
に
加
え
本
学
の
教
育

棟
・
合
同
教
育
棟
な
ど
も
、
Ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ　

Ｐ

ｌ
ａ
ｎ　

計
画
（
本
学
で
は
１
３
０
周
年
記
念
計

２１

画
）
に
基
づ
く
展
開
で
あ
り
ま
す
。

　

先
輩
諸
姉
兄
が
体
育
施
設
と
し
て
馴
染
ま
れ
た

校
庭
（
運
動
場
）
に
、
地
下
１
階
地
上
７
階
の
合

同
教
育
棟
を
新
設
し
、
そ
の
一
部
を
医
学
部
に
１

年
次
を
収
容
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
理

由
の
概
略
は
、
川
崎
市
武
蔵
小
杉
地
区
は
人
口
の

激
増
地
域
で
あ
り
、
初
等
教
育
の
教
育
施
設
が
不

足
し
、
そ
の
補
充
が
急
務
の
よ
う
で
す
。
し
か

し
、
市
財
政
の
関
係
も
あ
り
、
現
在
の
日
本
医
科

大
学
医
学
部
の
新
丸
子
校
舎
、
す
な
わ
ち
基
礎
科

学
教
育
施
設
を
川
崎
市
は
武
蔵
小
杉
地
域
の
初
等

教
育
施
設
と
し
て
長
期
借
用
を
要
請
し
た
よ
う
で

す
。
昨
今
は
大
学
と
地
域
連
携
は
必
須
で
あ
り
、

本
学
に
お
い
て
も
武
蔵
野
地
域
自
由
大
学
・
三
鷹

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
大
学
・
武
蔵
野
市
寄
付
講
座
な

ど
、
多
く
の
地
域
連
携
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
学
校
法
人
日
本
医
科
大
学
と
し
て
も
、
川
崎

市
の
要
望
に
応
え
る
こ
と
に
な
り
、
医
学
部
基
礎

科
学
課
程
の
教
育
施
設
（
新
丸
子
校
舎
）
を
川
崎

市
に
貸
与
し
、
教
育
機
能
の
一
部
を
武
蔵
境
校
舎

に
移
転
す
る
計
画
を
理
事
会
に
提
案
さ
れ
了
承
さ

れ
て
今
日
に
至
り
ま
し
た
。

３．

合
同
教
育
棟
建
設
の
現
状

　

平
成　

年
７
月　

日
《
合
同
教
育
棟
（
仮
称
）》

２４

１４

建
設
の
地
鎮
祭
は
、
赫
理
事
長
を
祭
主
と
し
て
厳

粛
に
行
わ
れ
て
着
工
し
建
設
中
で
す
。
完
成
は
平

成　

年
９
月
頃
と
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
設
計
は

２５
株
式
会
社
日
建
設
計
、
施
工
は
北
野
建
設
株
式
会

社
に
落
札
し
、
施
工
監
督
は
株
式
会
社
日
建
設
計

で
あ
り
ま
す
。

　

本
学
で
は
設
計
段
階
よ
り
、
阿
久
澤
応
用
生
命

科
学
部
長
を
委
員
長
と
し
て
鋭
意
検
討
し
て
頂

き
、
本
学
の
要
望
に
副
う
形
で
計
画
は
展
開
し
て

い
ま
す
。

　

盧　

合
同
教
育
棟
建
築
の
概
要

　
　

①　

構　

成
迯
地
下
１
階
、
地
上
７
階

　
　

②　

床
面
積
迯
１
７
、
０
０
０
㎡

　
　

③　

食
品
科
学
科
迯
研
究
室
・
教
室
な
ど

　
　
　
　

動
物
科
学
科
迯
研
究
室
・
教
室
な
ど

〔
４
〜
７
階
〕

　
　
　
　

獣
医
保
健
看
護
学
科
迯
研
究
室
・
教
室

な
ど

　
　

④　

全
学
の
学
生
体
育
・
厚
生
施
設
（
柔

道
・
剣
道
・
空
手
道
・
居
合
等
の
道
場
）

な
ど
〔
地
階
〕

　
　

⑤　

日
本
医
科
大
学
医
学
部
基
礎
課
程
科
科

迯
研
究
室
・
教
室
・
事
務
室
な
ど
〔
２
・

３
階
〕

　
　

⑥　

大
学
事
務
部
門
科
迯
事
務
部
門
・
施
設

管
理
・
大
学
院
・
庶
務
・
学
生
・
入
試
広

報
・
キ
ャ
リ
ヤ
ー
支
援
・
保
健
・
学
生
相

談
室
な
ど
〔
１
階
〕

　

盪　

図
書
館

　
　
　

Ｂ
棟
１
階
と
２
階
の
一
部
を
占
め
る
本
学

の
図
書
館
施
設

に
、
新
丸
子
校
舎

の
蔵
書
と
図
書
室

の
事
務
室
を
合
体

し
、
Ｂ
棟
２
階
全

体
を
学
生
の
閲

覧
・
学
習
室
に
改

造
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　

蘯　

体
育
施
設

　
　
　

体
育
施
設
《
ア

リ
ー
ナ
》
を
本
学

と
医
学
部
基
礎
科

学
課
程
の
学
生
が

共
用
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
医
学
部
の
全

学
生
に
も
開
放
し

て
共
同
利
用
を
す

る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
な
お
、
本
格
的
な
体
育
・
運
動
施
設
の

設
置
は
今
後
の
課
題
で
あ
り
、
北
総
地
区
を

含
め
検
討
さ
れ
る
筈
で
あ
り
ま
す
。

　

盻　

馬
場
と
厩
舎

　
　
　

馬
場
と
厩
舎
は
、
現
在
第
２
校
舎
の
用
地

内
に
あ
り
ま
す
。
設
置
当
時
の
第
２
校
舎
は

畑
に
囲
ま
れ
た
農
地
に
建
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
が
、
急
速
な
都
市
化
に
よ
り
現
在
は
住

宅
地
内
で
す
。
従
っ
て
、
環
境
基
準
も
農
地

型
か
ら
都
市
型
に
変
り
、
馬
場
や
厩
舎
は
環

境
基
準
に
違
反
す
る
と
し
て
再
三
に
わ
た
り

基
準
の
遵
守
を
要
望
さ
れ
、
苦
境
に
立
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
加
え
て
合
同
教
育
棟
の

建
築
資
金
対
策
と
し
て
第
２
校
地
の
売
却
案

（
未
定
）
も
あ
り
、
馬
場
と
厩
舎
並
び
に
第

１
校
舎
に
あ
っ
た
運
動
場
の
確
保
が
必
要
と

な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
西
東
京
市
の
田
無

に
あ
る
東
京
大
学
農
学
部
田
無
農
場
の
一
部

売
却
が
察
知
さ
れ
た
の
で
、
法
人
の
赫
理
事

長
・
荒
木
学
長
（
当
時
）
と
共
に
、
当
時
の
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合
同
教
育
棟
完
成
予
定
図



東
京
大
学
小
宮
山
総
長
に
分
譲
の
お
願
い
に

参
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
幸
い
約
１
０
、

０
０
０
㎡
を
分
譲
し
て
頂
け
る
こ
と
に
な
り
、

平
成　

年
３
月
に
引
渡
し
、
使
用
開
始
は
平

２７

成　

年
３
月
頃
と
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
国

２８
立
大
学
や
文
部
科
学
省
な
ど
複
雑
な
手
続
な

ど
の
事
情
も
あ
り
、
実
行
が
大
幅
に
遅
れ
て

い
ま
す
。

　

眈　

建
設
資
金
計
画

　
　
　

建
設
資
金
計
画
は
、
す
べ
て
法
人
側
で
決

定
し
実
行
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
当
事
者
の

一
員
と
し
て
最
大
限
の
協
力
は
必
要
で
あ

り
、
寄
付
金
の
募
集
な
ど
同
窓
会
の
皆
様
に

お
世
話
に
な
る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

何
卒
よ
ろ
し
く
御
支
援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

合
同
教
育
棟
の
資
金
計
画
等

　

１．

建
設
資
金
計
画
（
概
算
）

　
　
　

概
算
総
額　
　

・
７
億
円

５５

　
　

①　

寄
附
金　

７
・
０
億
円

　
　
　
　

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学　

５
・
０
億

円　

本
学
関
係
者

　
　
　
　

日
本
医
科
大
学　

２
・
０
億
円　

日
医

大
関
係
者
（
本
計
画
に
対
し
）

　
　

②　

自
己
資
金　
　

・
５
億
円

２５

　
　

③　

第
二
校
地
売
却
額　
　

・
２
億
円
（
未

２３

定
）

　
　
　
　
〔
坪
１
４
９
万
円
・
１
、
５
５
７
坪
〕
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合
同
教
育
棟
南
側
立
面
図

合
同
教
育
棟
北
側
立
面
図

合
同
教
育
棟
１
階

　

２．

建
設
費
（
概
算
）

　
　
　

概
算
総
額　
　

・
７
億
円

５５

　
　

①　

教
育
棟
建
築
費
・
外
構
工
事
費

　
　
　
　
〔
坪　

万
円
・
５
、
０
７
５
坪
〕

７１

　
　

②　

設
備
関
係

　
　

③　

馬
場
・
グ
ラ
ン
ド
整
備
費

　
　

④　

用
地
買
収
費

　
　
　
　
〔
坪　

・
５
万
円
・
２
、
８
５
０
坪
〕

５４

合
同
教
育
棟
地
下
１
階

多目的ホール武道場

トレーニング場 卓球場
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合
同
教
育
棟
５
階
（
動
物
科
学
科
）

合
同
教
育
棟
７
階
平
面
図
（
食
品
科
学
科
）

　
２
・
３
階
は
医
学
部
基
礎
科
学
課
程
（
図
面
な
し
）

（
詳
細
な
図
面
は
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
拡
大
し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

合
同
教
育
棟
４
階
（
獣
医
保
健
看
護
学
科
）

合
同
教
育
棟
６
階
（
食
品
科
学
科
）


